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「いい加減にして下さい!!」

　オレ──早はや坂さか夏なつ哉やは今、途と方ほうに暮れていた。

　ゴールデンウィークの最終日。ちょっと買い物に出ようと思ったらこれだ。

　三人組の柄がらの悪い連中に突とつ然ぜん囲まれてしまったのだ。

　……まったく、うっとうしい。

　適当にあしらって、立ち去るつもりでいたのに。なんで、こいつらこんなにしつこいんだよ！

「威い勢せいがいいなぁ。な、時間あるんだろ。ちょっとでいいから付き合えって」

「嫌いやです!!」

　オレは精せい一いつ杯ぱい、憎にくしみを込めて睨にらみつけた。

　でも、この顔じゃ、あんまり効果がないんだよね……。

　オレの腕うでに手を伸のばした正面の金きん髪ぱつの男がリーダー格らしい。あとの二人は、オレを見下ろすように左右に立っている。

「ちょっ、やめて下さい！」

　触さわるな、バカ───!!

　触ふれられた部分から、ざわりとした悪寒が全身を走り抜ぬけた。

　手近にあったからってお姉ちゃんの服なんか着てこなきゃよかった。

　白のパーカーなんて、男が着るには可愛かわいすぎるよな。ただでさえ背が低くて、よく女の子みたいだと云いわれてるのに。

　色素の薄うすい柔やわらかい髪かみも、襟えりから伸びた細い首筋も二重の瞳ひとみを縁ふち取どる無む駄だに長い睫まつげもコンプレックスそのもの。

　うなじに掛かかる長めの襟えり足あしは、切りに行くのが億おつ劫くうで伸びきっちゃってるし。いっそ、スポーツ刈がりにしておけばよかった。

　とにかく、この『カワイイ』と評される容姿は、オレにとって、とてつもなく大きな悩なやみだった。

「あっちに車あるんだけどさ、これからドライブでも行こうよ」

　背後に立っていた男が、オレの肩かたに手をかける。

　ええいっ、気持ち悪いな！

　不ふ穏おんに動くその手をげんなりとしながら、パシッと叩たたき落とした。

「あんたたちに付き合う時間なんてねぇよっ!!」

「元気がよくてカワイーねー？」

　悪かったなぁ！　カワイクて!!

　三人組の男たちはへらへらと笑い続けてる。

　もう、なんだってこういう奴やつらは脳みそが足りないんだ。

「用事がありますんで！」

　絡からみ付いてくる腕を全て払はらい除けて、走り出そうとした。でも、

「素す直なおじゃないなぁ」

　と逃にげ道みちを塞ふさがれてしまった。

　それまでは、ちょっかいを出して楽しんでいる節があった男たちの目に、幾いく分ぶん野や蛮ばんな光が増す。

「な……痛ッ…！」

　段だん違ちがいの握あく力りよくで腕を摑つかまれ、強引に引き寄せられる。

　一気に体中の産毛が総毛立った。

「な？　大人おとなしくついてこいよ」

「やめ……っ!!」

　引き寄せられた体に腕を回され、腰こしをがっちりと抱かかえられた。

　うわ…!!　マジでヤバいかも!?

　冷ひや汗あせが吹ふき出し、全身の体温が一気に下がる。心臓の音がバクバクと響ひびき出した。

　同じ男だってのに、どうしてこんなに身長も体格も違ちがうんだよ！

　それに、相手は三人だよ？　本気になられたら、かなうわけないじゃんか！

「離はなせっ、この……!!」

　全力で押おし返しても、びくともしない。

　周囲を行き交う人たちは、道の片かた隅すみで行われているやり取りなんかに関心を抱いだく様子もない。

　視線を投げかけても、決して目を合わせようとはせず、むしろ迷めい惑わくそうな顔つきで足早に通り過ぎて行く。

　───誰だれか……!!

「おい」

「ぁあ？」

　突然、背後から声を掛けられ、オレの腰をしっかと抱えていた男が振ふり返る。

　次の瞬しゆん間かん、ドカッという鈍にぶい音と共に男はオレの視界からいなくなった。

「……!?」

　何？　一体何が起こったわけ??

「噓うそ……」

　男は、いなくなったと思ったら、頰ほおに拳こぶしを叩き込まれて、無様にも地面に転がっていた。

　起き上がってこないところを見ると、意識が飛んじゃってたりして…。

「てめ…、何しやがる!!」

　オレの両りよう脇わきにいた奴らが一いつ斉せいに牙きばを剝むいた。

　自由になった体を反転させると、そこにはやたらと背の高い男が立っていた。

　わ……この人、でかい……。

　その人は羨うらやましいほどの身長だった。百六十五センチもないオレからだと見上げる程の大きさで。

　いるだけで、空気が変わる───そんな存在感だった。その威い圧あつ感かんが少し、怖こわい。

　その人は、平然とした顔で云ってのけた。

「悪いけど、そいつは俺おれの連れなんだ」

「え…？」

　連れェ？　いつ、オレがこの人の連れになったんだ??

　つい、怪け訝げんな顔で見つめてしまった。

　でも、今は黙だまっておくのが賢けん明めいだってことくらいオレにだってわかる。

　それにしても…、なんというか、この人お世辞抜きに「かっこいい」。

　オレは、自分が置かれている立場を忘れて、彼に見入ってしまった。

　百八十センチ以上あるかと思える身長に、細すぎない体たい軀く。重ね着されたシャツで隠かくされているけど、きっと綺き麗れいに筋肉がついているんだと思う。

　ピンと伸のばされた姿勢が尚なお更さら存在感をアピールしていて、その体の上に乗っかった頭は小さく、顔立ちは目を見張る程の端たん整せいな作りだった。

　おまけに、切れ長の瞳ひとみと薄うすいくちびるがストイックな雰ふん囲い気きで、癖くせのない髪かみは漆しつ黒こくで吸い込まれそうな瞳と同じ色。

「ぁあ!?　だから何だっつーんだ」

　はっ！　こんな観察してどうするんだ、オレ。

「残念だったな。こいつは俺たちと遊びに行くんだよ」

　柄がらの悪い、粘ねん着ちやく質しつな喋しやべりに我に返る。

「なあ？　そうだろ」

「なっ、違……!?　誰がお前らなんかとっ!!」

　奴らの注意が逸それたせいで、さっきより自由になるスペースができたオレは、思いきり足を上げ、そいつの太ふと腿ももを狙ねらって蹴けった。

「～～～!!」

「うわー…」

　ヤバイ…急所にクリーンヒットかましちゃったよ…。

　い、痛そう。同情する気はないけど、男として痛さを想像すると辛つらいものがある。

「こっちが大人おとなしくしてれば……」

「はぁ？」

　いつ大人しくしてたって云いうんだ……？　あんなにオレの体にべたべた触さわっておいて。

　───お、思い出したら気持ち悪くなってきた……。

　次の瞬間、男が怒いかりに任せ、握にぎりしめた拳をオレのほうへと繰くり出した。

「やば…!!」

　瞬しゆん時じのことで逃にげる暇ひまもなく、とっさに両りよう腕うでで頭を庇かばった。

　ぎゅっと目を瞑つぶり、歯を食いしばる。

　…………。

　……………………？

「いたたたたた!!」

　…………あ、あれ……？

「……？」

　いつまでたっても覚かく悟ごしていた痛みは訪れない。

　おずおずと腕うでを下げ、目を開くと、オレに拳を繰り出した男は背の高い彼によって腕を背中に捩ねじり挙げられていた。

「俺の連れだって云ったろ」

　柄の悪い男たちをあしらう仕草も無む駄だがなく、目を奪うばわれてしまう。涼すずしい顔付きでそう呟つぶやくとパッと手を離はなし、オレを殴なぐろうとしていた男の背中を突つき飛ばした。

　この人、強い……。喧けん嘩か慣れしてるっていうか、隙すきがない……。

「わ、悪かったな。お前の連れは返すよ。じゃ、じゃぁな！」

　オレに絡からんでいた男は威圧感を感じたのか、アスファルトの上でへたり込んでいた仲間を引きずり、そそくさといなくなった。

　なんて、あっけないんだ。二度とオレに構うなよ!!

　情けない後ろ姿に、心の中で舌を出す。

　そうしてオレは、ようやくほっと胸を撫なで下ろした。

「あ！」

　そうだ！　一息ついてる場合じゃない。

「あの…ありがとうござ……」

「気をつけろよ」

　お礼の言葉を云い切る前に、黒くろ髪かみの男の声が被かぶる。

「お前、可愛かわいいんだから隙すき見せると何されっかわかんねぇぞ」

　───え？

　オレは聞き捨てならないことを耳にした。

　か・わ・い・い……？

「そんなの着てるから、女に間ま違ちがえられたんじゃないか？」

「ひ……」

　人が一番気にしていることを……!!

　自分はちょっと背がでかくて、ガタイがよくて、カッコイイからって！

　オレは、可愛いとか、女のコみたいとか、そういうことを云われるのが大だい嫌きらいなんだよ。

　自分でわかっていても、人から云われると更さらに腹が立つ。

　助けてもらったとはいえ……あー、やっぱムカつく!!

　礼を云ってしまえば、こいつともおさらばできるんだ。さっさとこの場を立ち去ってしまおうと思った矢先。

「第一、もっとしっかり抵てい抗こうしろよ。まぁ、その格好は似合ってるけどな」

　と、追い討ちをかけるようにそいつは口くちの端はしを引き上げて笑いやがった。

　なんなんだよ、そのバカにした顔はっ!!　オレの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはぷつんと切れた。

「悪かったな、こんな顔で！　男のくせにナンパなんかされてみっともないって思ってるんだろ！」

「何云ってるんだ？」

　怪け訝げんな顔が更にムカツク。

　男が伸のばしてきた手を思い切り叩たたくと、オレは踵きびすを返して走り出した。

「痛っ……おい！　ちょっ…待てよ！」

　誰だれが待つか！　バカ!!

　後ろから男の声が追い掛かけてきたけど、それを振ふり切るかのように、オレは全力疾しつ走そうした。

　走りながら、当初の目的である買い物をしていないことに気が付いたけど、今はそれどころじゃなかった。

　男にナンパされ、しかも助けてくれた相手にもバカにされて、オレのプライドはズタズタだった。

「なんなんだ、あいつ……」

　これだから、かっこいい奴やつって無神経で嫌きらいだ。顔が良けりゃなんでも云っていいなんて思ってるんじゃないだろうな。




　とりあえず、オレはあの男に二度と会わないことだけを祈いのった。








２






　雲一つない快晴の空。連休明けの月曜日はいっそ清々しいほどに爽さわやかだった。

「なっちゃん、早く学校行きなさいよ。休み明けだからってだらけちゃダメよー」

「わかってるよ！　いってきまーす」

　ムリヤリ飲みこんだトーストが喉のどにひっかかってるような気がするけど、そんなの気にしてなんかいられない。

　オレは勢いよく玄げん関かんを飛び出して、通学路の坂を一気に駆かけ上がった。

　昨晩はムカムカとする気分のせいでなかなか眠ねむれず、そのお陰かげですっかり寝ね不ぶ足そくだ。

　気に食わない奴のことなんか考えたくもないのに、あの、人を見下したような顔が脳裏に焼き付いて離れない。

　あいつのせいで、朝から走る羽目になったのかと思うとホントにイライラする。

　今日は、部活の当番だったのに、間に合わないじゃないか！

「あー、もう、ムカつく!!」

　ぜっったい、二度と会いませんように!!

　何度となく祈った願いをもう一度、心の中で呟いた。







　オレが通う私立聖せい陵りよう学園は丘おかの上に位置している。

　私立校にありがちなプロテスタントの学園で、その名の通り「聖なる丘」というわけだ。

　エスカレータ制でその気になれば、中等部から大学までのほほんと暮らせるのんびりとした校風なため、生徒のほとんどは中等部からの持ちあがり。

　そんな中、オレはこの春、高等部に入学した外部組だった。

「おはよー！」

　教室内を見み渡わたすと、ほとんどの生徒が顔を揃そろえていた。

　ざわめきの中から、いくつかの挨あい拶さつが返ってくる。

「おはよ、夏哉。今日は遅おそかったね」

　クラス委員で隣となりの席の高たか瀬せ瑞みず希きが、オレを見つけてにっこりと笑った。

　瑞希はオレが高等部に入って、一番にできた友達だ。

　物静かで落ちついていて、オレと同じ高校一年生とは思えない。整った顔立ちも、大人おとなびた雰ふん囲い気きを強調するのに役立っていた。

　きっちりと締しめられたネクタイと、ボタンの外れている部分のないダークグリーンのブレザーが、瑞希の性格をよく表している。

「ちょっと寝ね坊ぼうしちゃってさ。───あ！　やば!!」

　温室に水みずやりにいかなくちゃ！　オレってば、何忘れてるんだよ。

「何？　なんか忘れ物？」

「忘れ物っていうか、忘れ事っていうか…」

　今日の朝の温室の水やりはオレの当番なのだ。

　オレは、園芸部に所属している。

　なんでまた、そんな地味な部活にって思われるだろうけど、それにはちゃんと理由がある。

　もちろん、植物を育てるのも好きだけど、それだけじゃないんだよね。

　自分の席に座り、ふと、教きよう壇だんを見ると瑞希は崩くずれ落ちそうなほどのノートを抱かかえて教室から出ていこうとしていた。

「あれ？　瑞希、どこ行くの？」

　オレは鞄かばんから取り出した弁当を机の中に移しながら瑞希に聞いた。

「職員室。村枝先生、今日休みだって云いうんだもん。連休中の課題のノート、集めて机の上に置いておけってさ」

「うそ、やた！　とゆーことは一時間目自習じゃん」

「そんなに喜ぶなって」

　瑞希が苦笑する。

「だってさぁ……って、瑞希待った！　オレ、ノート出してないっ」

　慌あわてて、出ていこうとする瑞希を呼びとめながらノートを探す。

「あ、そっか。ゴメンね、いつももう来てるから出してあると思いこんでた」

　瑞希は申し訳なさそうに、肩かたを竦すくめる。

　普ふ通つうの男がそんな仕草をしたら、気持ち悪いだろうと思うのに、瑞希がやると、何故だか様になる。

　ストレートの髪かみの襟えり足あしは短く整えられている。真ん中で分けられた前まえ髪がみがさらさらと揺ゆれた。

　文句のつけようのない美少年っぷりは、黙だまってると冷たい印象だけど、笑うと可愛かわいいことをオレは知ってる。

「持ってきてたはず……」

　あった、あった。

「危なかった～。提出遅おくれになるところだった」

　連休のはじめにまとめて片付けたのに、提出しなかったら元も子もないしね。

　教室の入り口で待っててくれている瑞希のもとへノートを持って駆け寄る。

「半分、持つよ。温室にも行きたいし」

「ほんと？　助かる」

　職員室は一階の中央玄関の前にある。温室に行くにはそこを通らなくてはいけない。

　オレは瑞希の持つノートの山を半分ほど受け取り、一いつ緒しよに教室を出た。







　始業の予よ鈴れい前で、廊ろう下かには生徒たちが溢あふれていた。

　その生徒たちの波を搔かき分け、四階から一階の職員室へと向かう。

「今日、どうしたのさ。いつも朝早い夏哉が寝坊なんて」

「う～んと、それがさぁ……」

　昨日、嫌いやなことがあって寝ねつけず、寝坊した上に学校に来るのが憂ゆう鬱うつだったとはあまりに情けなくて云いにくいよな…。

「なんか嫌なことでもあったの？」

　瑞希は、オレの眉み間けんに刻まれた皺しわを目め敏ざとく見つけて指し摘てきする。

「嫌なことっていうか───」

　嫌な奴やつっていうべきかな。

「昨日、買い物行ったら、また絡からまれて」

「あはは、お互たがい苦労するよね」

　オレもそうだけど（と自分で云うのも変だけど）、瑞希も綺き麗れいな顔立ちをしている。

　だから、オレのコンプレックスはよくわかるらしい。

　ただオレと違ちがうのは、自分が「可愛い」と云われることを気にしていないということ。

　開き直ってるのか、受け入れてしまってるのかわからないけど、それを利用しようとする強したたかさがある。

　あぁ、オレもそのくらい大人おとなになりたいよ……。

「…で、どうしたの？」

「助けてもらったんだけど、そいつがさ───」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちを云いながら、ようやく階段を四階分下りきった。

　そして、一階の廊下の角を曲がろうとした瞬しゆん間かん。

「───え？」

　目の前に何かが立ちはだかり、視界が翳かげった。

「ぅわっ!!」

　その障害物が廊下を曲がってきた誰だれかだと気付く前に、オレは相手に激げき突とつし、跳はね飛ばされた。

　こういうとき、体重が軽いと損だよな。

　まるで固定された壁かべのように、そいつはびくともせず、オレだけが床ゆかに尻しり餅もちをついた。

「ったー……」

「夏哉！」

　あちゃー。

　抱えていたノートは、すっかり床に散らばってしまっている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、平気。……たぶん」

　オレの一歩後を歩いていた瑞希は巻き込まれずにすんだみたい。

　瑞希は自分の持っていたノートを床に置き、オレが投げ出したノートを拾い集めてくれた。

「あーあ」

　もう。オレもドジだよなぁ…。

　ぶつかった相手を見ようとしたけど、逆光で顔が見えなかった。

　それにしても、背のでかい人だな。

　昨日の奴と同じくらいかな───げっ、嫌なこと思い出しちゃったよ。

　でも、こんなに背の高い生徒は一年にはいないから、きっと先せん輩ぱいだよな。

「…お前……」

　その人は驚おどろいたらしく、ちょっと固まってるっぽかった。もしかして、注意力散さん漫まんな一年坊ぼう主ずに怒おこってるのかも。

　こういう時は、謝って、さっさと逃にげちゃおう。

　床に手をつき、体を持ち上げようとしたら、突とつ然ぜん腕うでを摑まれて、ぐいっと引っ張られた。

　転んだ子供を立たせるように、あっさりと引き上げられる。

「おい」

「!?」

　怒られる！　と思って、反射的に目を瞑つぶる。

「……悪い。怪け我がしてないか」

　怒ど鳴なられるかと思ったのに。よかった、案外いい人みたいだ。

「大丈夫です、あの……こっちこそ───」

　びくびくとしながらも、ぶつかった相手に謝ろうと顔を上げると、今度はしっかりと顔の造作がよくわかった。

　───が。　>>>♥

「あ～～!!　あんた!!」

　昨日の無愛想男!!

　思わず、大きな声が出てしまう。

　理り不ふ尽じんなのが世の常。会いたくない奴にはよく会うというのが、セオリーなのであって。

　忘れもしないこの顔！

　良く見るとブレザーの襟えりに、三年の学年章がついている。

　こいつ、同じ学校の生徒だったんだ!!

　如何いかんともしがたい事実に、オレは心の中で頭を抱かかえた。

　早速、会っちゃうなんて、なんて運が悪いんだろ、オレ……。

「…そんなに嫌いやそうな顔するなよ。俺おれがお前に何かしたか？」

　やれやれ、と云いわんばかりの口調がムカつく。

「何かって……」

　オレにとっての禁句を発した奴やつは、まとめて嫌な奴として頭にインプットされるのだ。

　無愛想な表情すら、バカにされているように感じる。

　背が低いオレの僻ひがみかもしれないけど。

「……どいて下さい」

　頑がん張ばってオレは声を低くした。

　所しよ詮せん、綺き麗れいなテノールだよね、とか云われる声をいくら低くしたって、限度があるかもしれないけど、ここは男の意地。なめられてたまるかという気持ちが強かった。

「どうしたんだよ、夏哉？　橘先輩と知り合いなの？」

　ノートを拾い集めた瑞希が、オレの袖そでをひっぱって声を潜ひそめて囁ささやいた。

「瑞希、こいつのこと知ってるの？」

「夏哉！　先輩にむかってこいつだなんて云っちゃダメだろ」

　瑞希がオレの言こと葉ば遣づかいを慌あわてて注意する。

　なんだよ、瑞希。その態度！　他の先輩たちとは対応が違ちがうじゃんか。

　なんか、緊きん張ちようしてないか？

「だって……」

　オレが口くち籠ごもっていると、違う方向から聞きなれた滑なめらかな声が聞こえてきた。

「夏哉？」

　オレは瑞希のほうへ向けていた顔を声がするほうへ、くるんと動かす。

「裕ひろ人と先輩！」

　無愛想男の背後から顔を覗のぞかせたのは、園芸部の部長である朝あさ川かわ裕人先輩だった。

「おはよう。朝から夏哉に会えるなんて、今日は運がいいな」

「そんな…。オレのほうこそっ」

　こんなところで会えるなんて、考えてなかったからめちゃめちゃ嬉うれしい。

　やだな、勝手に顔が緩ゆるんじゃうよ。

　裕人先輩は、大人おとなで、理知的で、優しくて頭もよくて、ついでに顔もいい。

　レンズ越ごしの奥おく二ぶた重えの目だとか、低めの落ちついた声、何もかもオレにとって憧あこがれだった。

　オレが園芸部に入ったのは、植物が好きだったせいもあるけれど、何より裕人先輩が部長をやっているということが、大きな理由の一つだったりして。

「こいつが、何かした？」

　裕人先輩は、睨にらみ合ってるオレたちを見て眉まゆを顰ひそめる。

「ち、違うんですっ！　オレが余所よそ見みしてて、ぶつかっちゃっただけで……」

「そうなの？　怪我はない？───気をつけろよ、要。いつも云ってるだろ、前と下を見て歩けって。無む駄だにでかいんだからな、お前」

　ふうん、こいつカナメっていうのか。そういえば、苗みよう字じはタチバナとかって、瑞希が云ってた気がする。タチバナカナメ、か。顔だけじゃなくて、名前の響ひびきもいいんだ。

「悪かったよ」

　心なしか、無愛想男…いや、タチバナ先輩は、無愛想に不ふ機き嫌げんをプラスしたような顔付きになっていた。

「僕ぼくに謝ってどうするんだ。夏哉にちゃんと謝れよ？」

「……さっき、謝ったろう」

　もっと不機嫌な顔になる。

　そんな顔しなくたっていいじゃんか。別に、嫌いや々いや謝られても嬉しくもなんともない。

「───要」

　諫いさめるような裕人先輩の云い方にトキメいた。友達でも、けじめはしっかりつけてるところが、カッコイイ。

「わかったよ。おい、……すまなかったな」

「い…いえ」

　非を認めることが不本意なのかと思ったら、予想外に真しん摯しな眼まな差ざしで見つめられた。

　昨日も思ったけれど、この漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられると、吸いこまれてしまいそうな気分になっちゃうんだよな…。

　───なんか、誤ご魔ま化かされてる気がする。これだから、顔のいいやつはっ。

「コイツ周りに無関心なんだよね。不機嫌そうに見えるけど、無愛想なだけだから。でも、悪い奴じゃないから、嫌きらわないでやってよ。これでも僕の親友だからさ」

「き、嫌うだなんて…！」

　嫌いなわけじゃないけど、ムカつくだけというか、なんというか。

　裕人先輩、こいつとそんなに仲良いんだ…。それにしても、裕人先輩がこんな人の親友だなんて勿もつ体たいなさ過ぎる。

「そうだ。今朝、温室に来なかったろう？　夏哉の花か壇だん、代わりに水やっておいたよ」

「本当ですか？　すっ、すいません、これから行こうと思って───」

　ひゃー、どうしよう。部長に下したっ端ぱの仕事をさせちゃった。

「気にしなくていいよ、夏哉に会えなかったのは淋さびしかったけど。放課後は来るよね？」

「もちろんですっ」

　こうやって、いっつもオレの事気にかけてくれるんだよね、先せん輩ぱいって！　ウキウキしながら話していたら、

「裕人、教室行くぞ」

　気のせいなんかじゃない不機嫌な声音に裕人先輩との会話を邪じや魔まされた。

　タチバナカナメ！

　折角、裕人先輩と会えていい気分だったのに。こいつ、もしかしてオレのこと嫌いなわけ？

「はいはい。せっかちな奴やつだな。───夏哉。また、放課後にね」

「はい！」

　ふわりと微笑ほほえむ裕人先輩に勢いよく頷うなずく。

　瑞希もしびれを切らしていたらしく、後ろからもせっついてきた。

「夏哉、職員室行こう？　早くしないと一限、間に合わないよ」

　頭上で鳴なり響いてるのって予よ鈴れい？　別に自習なんだから、遅おくれてもいいじゃん、と思ったけど、そういえば瑞希はクラス委員だったっけ。

「ああ、うん。そうだよね。───それじゃあ、失礼しましたっ」

　オレはぺこりと頭を下げると、先輩たちの脇わきをすり抜ぬけた。

　後ろを振ふり返かえって、ひらひらと手を振る裕人先輩に惚ほれ惚ぼれとしていたら、不意に強い視線を感じた。

「！」

　何かと思ったら、射止めるような眼差しで、タチバナ先輩がオレのほうを見ていたのだ。

「…………」

　不本意にも心臓が大きく跳はねる。

　なんで、オレのこと見てるんだよっ。云いいたい事があるならはっきり云えって！

　タチバナ先輩はオレと目が合うとすぐに、視線を逸そらしたけれど、今のは確かにオレを見ていた。

　やっぱり、オレのことが気に食わないのかもしれない。

「なんなんだよ、一体……」

　端たん整せいなその横顔はムカつくほど男前で、何かが心に引っかかった。










「はー…、緊きん張ちようしたぁ」

　瑞希は、職員室を出ると大げさに深呼吸をした。

「え？　何が？」

「何がって、さっきのだよ。まさか橘先輩と朝川先輩、セットで見れるとは思ってなかったし」

　夢でも見ているかのような表情の瑞希が、オレにはちょっとわからなかった。

「裕人先輩に会えたのは嬉うれしいけどさ……」

「夏哉って、橘先輩と知り合い？」

「…………」

　瑞希にも、あの時の妙みような雰ふん囲い気きは伝わってしまったらしい。

　オレはあからさまに嫌いやな顔をしてたから。

「なんか、先輩の前だとぴりぴりしてるみたいだったし……」

「───昨日の嫌な奴なんだよ」

「え？　橘先輩に絡からまれたの!?」

「ううん、あの人に助けてもらったんだけど、その後が───」

　その後が気に食わなかったのだ。

「なんだ、助けてもらったんなら別にいいじゃない。橘先輩に憧あこがれてる人って多いんだよ？　きっと、みんなに羨うらやましがられると思うけどなぁ」

「憧れてる!?　あんな性格悪い奴に!?」

「もしかして、夏哉。橘先輩のこと全然知らないの？」

　瑞希は啞あ然ぜんとしながら、聞き返してきた。

「知らない…って、そんなに有名なわけ？」

「有名だよ。夏哉って、噂うわさに疎うといからなぁ…」

「いいだろっ、別に！」

　あんな奴が？　確かにカッコイイのは認めるけど、でも───。

　無神経だし、性格悪いし、何考えてるかわかんないし。

　なんで、あんな奴が人気があるんだろう？

　ぐるぐると考えていたら、瑞希がオレを見て、意味深にくすりと笑った。

「橘先輩のこと気になるんでしょ？」

「べ、別にあんな奴のことなんかっ！」

　考えないようにしようとすればするほど、頭の中はあの無愛想な顔でいっぱいになる。

　やめやめっ。あんな男のことなんか、考えるだけ損だってば！

「ほら、やっぱり気にしてるんじゃん」

「気にして…って、オレはそういうわけじゃ…！」

「そういうわけってどういうわけ？」

「……うっ」

　簡単に揚あげ足あしをとられ、言葉に詰つまる。くすくすと笑う瑞希は、嫌な感じがしないから、いつも丸めこまれてしまうのだ。

「そんなに云うなら、教えてあげよう」

「教えて欲しくないってば！」

　なんて云いつつ、オレは瑞希の言葉を待ってしまう。

　ムカつくけど…、ムカつくから気になって仕方がないんだよ、きっと。

　瑞希は考えている様子だったけど、すぐに話しはじめた。

「三年Ｆ組、橘たちばな要かなめ。木辺の『橘』に、必要の『要』でかなめ。中等部からのエスカレーター組で、剣けん道どう部ぶ所属。大きい大会で何度も優勝してるんだよ」

　ふうん……剣道部なんだ。だから、あんなに姿勢がいいのかな？

「成績もいいし、運動神経もいいし。全然、笑ったりしないみたいだけど、無口でクールなところがますますカッコイイよね」

「そうかなぁ……」

　無口でクール？　オレにはあんなにべらべら話しかけてきた奴やつが!?

「体育会系の部活で一番人気だね、きっと。よく他のクラブの助っ人とかしてるし」

「助っ人？　何のクラブの？」

「何でも。俺おれが見たことがあるのはバスケとバレーボールくらいだけど、他にも色々とやってるみたいだよ」

　身長が高い奴は、それだけで戦力になるもんな。あ、そっか。運動神経がいいからケンカも強いのかな。

「……そんなに有名人なんだ」

「そうだよ。俺は、夏哉が知らなかったことのほうがビックリしたよ。いつも放課後は、朝川先輩にくっついてるくせに」

「なんで、そこに裕人先輩の名前が出てくるわけ？」

　そりゃ、朝は一いつ緒しよにいたけど、あの二人ってそんなに仲良いの？

「朝川先輩と橘先輩って、寮りようで同室のはずだよ？　だからよく、一緒にいるのを見かけるけど……。あ、わかった」

「わかったって何が？」

「夏哉、朝川先輩ばっか見てて、橘先輩のことなんて目に入らなかったんでしょ」

「ちっ、違ちがうよ！　違う……と思うんだけど」

　いまいち、否定しきれない。だって、オレにとって、それくらい裕人先輩は憧れの人なんだ。

「夏哉、朝川先輩のお気に入りだもんね」

「なんだよ、それ」

「だって、園芸部員って数少ないだろ？　あの朝川先輩がいるのに、入部希望が少ないのはおかしいと思わない？」

「確かに───」

　部員は数えるほどしかいないし、温室で顔を合わせる生徒も限られている。顧こ問もんの先生だって、ちょっとしか顔を出さない。

　それなのに、オレは裕人先輩とはよく会うんだよね。

「だからさ、夏哉は朝川先輩に可愛かわいがられてるんだよ。だって、園芸部は朝川先輩の許可がないと───って、夏哉は知らないほうがいいか」

　瑞希は苦笑した。

「え？　何を知らないほうがいいって…」

「あ、ほらもう教室。自習だからって無む駄だ話ばなしは厳禁だよ」

　瑞希は、クラス委員の偽ぎ善ぜんめいた台詞せりふと共に、人差し指を立てて唇くちびるに当てた。

「瑞希───」

　オレは、瑞希が飲み込んだ言葉を聞き出そうとしたら、笑って誤ご魔ま化かされてしまった。

　秘密主義な瑞希をじろりと恨うらめし気に見てから、自分の席にどっかりと座る。

　どうせ、オレは噂うわさ話に疎うといよっ。橘先輩のことだって、知らなかったくらいだしね！

　橘要、か……。

　それにしても、他の奴らは知らないのかな？　あんなに無神経な奴だってこと。

　みんなあいつの外見に騙だまされてるんだ、きっと。

　かっこよくて、人気があって、オレの欲しいものを全部持ってて。

　───僻ひがみかもしれないけど、あいつのことがムカつくことには変わりがなかった。
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　その日は、いつもより早く家を出た。

　園芸部の顧問の笹ささ木き先生に頼たのまれごとをされたせいもあるけど、昨日遅ち刻こくしちゃったから、その分の埋うめ合あわせってことで。

　それに、朝早く学校に来るのは嫌きらいじゃない。

　誰だれもいない、静かな校舎はいつもと違ちがう建物みたいで、面白いし。

　広々とした空間に、自分一人しかいないのだという開放感も気持ち良くて。

　───あれ？　こんな時間にめずらしい。

　誰もいないと思っていた中央玄げん関かんに人ひと影かげが見えた。まだ、職員室も空いてないのに。

　不思議に思いその人影をまじまじと観察する。

「……もしかして、あれって……」

　遠くからだから、こちらの無ぶ遠えん慮りよな視線には気が付かないだろうと思ったんだけど。

　その人影はオレの視線に気が付いてしまった。

　やば、こっち振ふり向いた…。

　ぎゃー、やっぱり!!

　そいつはオレが会いたくない奴ナンバーワンの橘先せん輩ぱいだったのである。

　うわ～～、こっち来んなってば!!

　中央玄関からオレを見つけた橘先輩は、事もあろうかわざわざオレのほうへ向かってきた。

　あ、来るなってば。うわ…走ってくるなよ!!

　走ってこられちゃ、逃にげられないじゃんか。

「おはよう」

「……おはようございます。橘先輩」

　渋しぶ々しぶと挨あい拶さつを返す。

　橘先輩は走ってきたというのに、息一つ乱れてない。有り余る体力って感じ。

「どうしたんだ、こんな早く」

　どうしたって、アンタには関係ないだろ？───なんて、はっきり云いえないのが悔くやしい。

　相手は上級生だし、オレにだって一応分別はあるんだから。

「……先輩こそ早いですね」

　返答の代わりにそんなことを云った。

「朝練やろうかと思ったんだが、昨日鍵かぎ借りるの忘れたんだ」

　こちらの真意など、お構いなしに話しかけられる。

　こいつのどこが無口なわけ？　それに一体、何を考えているのかさっぱりわからない。

「……職員室も開いてませんよ？」

「そうなんだよ。今いま更さら、寮りように戻もどるのも面めん倒どう臭くさいんだよな。…そういうお前は何しに来たんだ」

　お前呼ばわりにカチンときた。

　なんで、こいつに「お前」なんて呼ばれなきゃいけないわけ？

「………温室です」

「水みずやり？」

「そんなとこです」

　本当はそれだけじゃないけど、わざわざ云う必要もないと思い、言葉を濁にごした。

「…一いつ緒しよに行っていいか？」

「へ？」

　予想外の台詞に、間ま抜ぬけな声を上げてしまう。

　いきなり、何を云い出したかと思った。

　この人、一緒に来て、何がしたいんだろう。

「邪じや魔まはしないからさ」

　させるかっつーの。

「ダメか？」

「………」

　びっくりして、ぽかんと見上げてしまった。

　この人、オレのこと気に食わないんじゃなかったわけ？

「迷めい惑わくなら、別にいい」

　視線を斜ななめに流しながら云う殊しゆ勝しような台詞せりふが無気味に思える。

　うう…、断り辛づらいじゃないか……。

「……迷惑じゃないです」

　途と端たんに、先輩の目がぱっと輝かがやいたように見えた。

「そうか」

　なんだか、腑ふに落ちない。

　ぽん、と肩かたを叩たたかれて先を促うながされたオレは、フクザツな気分のまま、先輩と一緒に温室へと行くことになってしまった。







　園芸部の活動場所である温室は、校舎の裏手にひっそりと建ってるガラス張りの建物だった。

　もうすっかり暖かいこの時期、温室の窓は開け放たれていて、透とう明めいの屋根が、雨風から植物を守っているだけになっていた。

　それでも、外とは違ちがう独特な空気がそこには存在する。オレはほんのりと太陽の匂においのするそれが好きだった。

　───にゃー。

「お前ら目ざといな～」

　オレは足元に纏まとわりつく生き物に苦笑する。

　温室に足を踏ふみ入れた途端、何処からともなく、猫ねこたちが集まってきた。

　もちろん、目当てはオレじゃなくて朝ご飯だ。それでも、咽のどを鳴らすその様子に思わず微笑ほほえんでしまう。

「はいはい、ちょっと待ってろってば」

　この子達は普ふ段だん、笹ささ木き先生が面めん倒どうを見ている。今日のオレは代打ってわけ。

「ここで、こいつら飼ってるのか？」

「あ、はい。笹木先生が、ですけど」

「いつも、お前が餌えさやりに来てるのか？」

「いえ、今日は先生が出張なので……」

　ぎこちなく答える。

「へぇ」

　一いつ瞬しゆん、間が空いた。

「あの……ところで、その『お前』ってやめてくれませんか？　オレにも名前はちゃんとあるんです」

　さっきから、気に障っていたことをつい口にしてしまった。

　云いってから『しまった』と気付いたけど、別にオレは悪いことはしてないし、怒おこられる筋合いもないと思って、きりりと先輩を睨にらみつける。

　身長差のせいで、上うわ目め遣づかいになってしまう。ところが……。

「名前呼んでいいのか？」

　はあ？　拍ひよう子し抜ぬけする返事がきた。

「え？　あ、はい……」

　意外にも、気分を害する様子もなく、それより何故か嬉うれしそうに見える。

　なんだよ、その反応は？

「……『夏哉』だろ？」

「は、はい」

　なんで、オレの名前知ってるんだろう？　裕人先輩がオレのこと呼んでたからかな。でも、なんでいきなり下の名前なんだよ。

「綺き麗れいな名前だよな」

　まっすぐ目を見られて、少したじろいでしまった。

　名前のことでそんな感想を貰もらうのは初めてだった。綺麗、ってこういうときに使う言葉だっけ？

　あれ??　おかしいな。ドキドキしてきた……。

　顔は無表情なのに、目は饒じよう舌ぜつな感じがする。濡ぬれた漆しつ黒こくの瞳ひとみで見られると、わけもなく、心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようしてしまう。

　やっぱり、オレ、この目苦手だ…。

「そう…ですか？」

「似合うよ」

　なんか、言葉がくすぐったい。からかいとか軽口で誉ほめてくれているわけじゃないらしく、真面目な顔で云っている。

　本気で云ってるのか、この人は。ヘンな人……。

「俺おれのことも要でいい。苗みよう字じ、あんまり好きじゃないんだ」

　じっと見つめられたまま、云われるとつい頷うなずいてしまう。

「……はぁ。わかりました」

　名前で、呼ぶくらい大した事ないか。

「呼んでみろよ。裕人のことは名前で呼んでんだろ」

　ええー？　今ですか!?

　何で、オレが今ここで、あんたを名前で呼ばなくちゃいけないんだよ！

「えっと…」

　なんとなく気き恥はずかしくって、口くち籠ごもってしまう。普ふ通つう、意識して人の名前なんか呼ばないぞ。

「要、だよ」

　それでも、名前を呼ぶことを要求されるので、恐おそる恐る口を開いた。

「……要、先せん輩ぱい？」

「もう一回、云って」

「……要先輩……」

　その途と端たん、先輩は口くちの端はしで微かすかに笑った。

　うわー……。

　こんな顔もできるんだ……。

　全てを見み透すかすような瞳の色が柔やわらかくなって、口元が僅わずかに弛たるんだ。元々端たん整せいな顔立ちのせいか、それだけでだいぶ受ける印象が変わる。

　この人、本当はあんまり怖こわくないのかな。

　瞬まばたきも忘れるくらい、見入ってしまった。

　はた、と気付いて、慌あわてて視線を泳がせる。

「あ！　お、オレ、餌えさ出さないとっ」

　足にじゃれ付く猫ねこたちが、餌を待ちわびてガリガリと制服のズボンを引っ搔かきはじめた。

　いつもなら、叱しかってるところだけど、今はちょっと助かった。

　どうしちゃったんだよ、オレってば。嫌きらいなやつの顔に見み愡とれるなんて、どうかしてる。

　そんな自分を誤ご魔ま化かすために、オレは忙いそがしいふりをしてしまう。

　せかせかと肥料とか球根とかをしまってある棚たなから、猫用の皿を出して、その中にキャットフードを入れる。

「こぉら！　お前たち仲良く食べろよ？　ちび、一人で何してるんだよっ」

　いくつかの皿にわけて餌をよそったとしても、あぶれる子が絶対にいる。今日も、一番ちっちゃいのが、離はなれたところでおろおろしていた。

　そいつをオレは勝手にちびって呼んでる。要領の悪さとか、自分に似てる気がして、ほっとけないのだ。

　余っていた鉢はち受うけに少し、餌を取り分けて目の前においてやると、勢いよく食べ始めた。

　ほら、お腹空いてたんじゃないか。

「あの、先輩。この子達見ててくれますか？　オレ、水みずやりしてこないと……」

「ああ、行ってこいよ。見てるだけでいいんだろ？」

　水道から伸のびたホースを抱かかえて、奥おくから順に水を撒まいていく。

　天てん井じようから差し込む光が水に反射してキラキラする。実はこれが見れるから、朝の当番は好きなのだ。

「いてててて」

　順じゆん繰ぐりに水を撒きながら入り口のほうへと進んでいたら、先輩の間ま抜ぬけな声が聞こえてきた。

「おい、こらやめろって、痛っ」

　何してるんだろう？

「…要先輩？」

　オレは、水道の栓せんをキュッと締しめて、ホースを持ったまま先輩（と猫たち）がいるところを覗のぞきこんだ。

「あっ、爪つめ立たてんなよ！」

「……あ……」

　そこには、地面に座りこんで猫たちとじゃれあっている要先輩の姿があった。

　じゃれあっていると云いうより、遊ばれている。

「夏哉!?　くそ、見てたんだったら、こいつとってくれ」

「……………」

「早くしろって！」

　要先輩の頭の上には、ちびがちょこんと乗っかっていた。

　降ろそうとしても、髪かみに爪つめが絡からんで、なかなか上手くいかないらしい。

「……ぷっ。あははははは!!」

　悪いと思ったけど、込み上げる笑いは堪こらえきれなかった。

　もーだめ、面白すぎる。

「くく…やっぱ、だめだ…あははは！」

　あまりに滑こつ稽けいな格かつ好こうにオレは笑いが止まらない。

　今までのイメージががらがらと音を立てて崩くずれていった。

「笑うなよ！　あいたたた、お前まで引っ搔くな」

　他の仔こ猫ねこたちも遊んでもらいたいらしく、先輩の足に猫パンチを食らわせている。

「すいませ……はははっ、苦し…」

　笑い過ぎでオレはお腹が痛くなった。あの要先輩が可愛かわいく見えてしまう。

　普ふ段だんはあんなに怖そうなのに、今の先輩は仔猫に勝てないんだ。

　そのギャップが堪たまらなく可笑しい。

　すっかり、近寄りがたい雰ふん囲い気きなど感じなくなってしまった。オレは、ぜーぜーと肩かたで息をしながら、目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐう。

「早く取れって」

　恨うらみがましい目をこちらに向けてくる。あんまり笑うのも可哀かわい想そうな気がして、ムリヤリ呼吸を落ちつけた。

「今、取りますって。…ちび、おいで」

　大人おとなしくしてろよ？

　先輩の頭からそっとちびを抱だき上げようとした。

「わっ、動くなよ!!」

　爪に絡んだ髪を解いた途と端たん、ちびは頭の後ろにずり落ちた。つられて手を伸ばしたオレはバランスを崩し、身体からだの安定を失う。

　ちびってば、信じらんない！

「わーっ！」

　思わず目を閉じてしまい、そのまま、要先輩の上にのしかかるように倒たおれてしまった。　>>>♥

　そのおかげで、身体のどこも痛くはないけど、唇くちびるに柔やわらかい感かん触しよくがする。

　暖かいけれど乾かわいた質感が、なんとなく気持ちいい。

　不思議に思って、ゆっくりと目を開けてみた。




　……噓うそ……。




　わ～～～～～!!

「ごっ、ゴメンナサイ!!」

「い…いや」

　目の前にあったものは、要先輩の顔で、唇に触さわっていた感触は、要先輩の───唇だった。

　オレは、すっかりパニクってしまった。

　素早く先輩から飛び退いて、自分の唇を手ての甲こうで拭ぬぐう。

　も～！　ちびのバカバカ!!　なんてことしてくれたんだ。

　唇にリアルな感触が残ってる。

　一いつ瞬しゆん触ふれただけなのに、思い出すだけでその部分が熱くなる。

　うわ！　なんかオレ、エロくさいこと考えてない!?

　しかも、これってオレのファーストキスじゃん!!　こんなことで終っていいのかよ……。

　ぐるぐると考えながら要先輩を見ると、遠くを見ながら口元を押おさえていた。

「ゴメンなさいっ。えっと、オレ……」

　えーとえーと、こういう場合って、何を云えばいいんだろう？

　別に、先輩はこんな…キスくらいどうってことないのかな？

「………役得だったな」

　オレが頭を抱かかえていたら、要先輩がぽつりと呟つぶやいた。

「え？」

　今、何て云いったの？　先輩の呟きが聞こえなくて、反射的に聞き返す。

「いや、なんでもない」

　平然と返されてしまっては、追つい及きゆうのしようがない。やっぱり、要先輩には大した事なかったんだ。

　オレはファーストキスだったのに……。

「……………」

　途端に気まずくなってしまった。

　嫌いやな感じの空気じゃなくて、物もの凄すごい照れくささが渦うず巻まいているのだ。

「………あのさ」

「は、はい！」

　意識しすぎて、身体が固くなってしまう。なのに先輩は、立ち上がると相変わらずの無表情で、淡たん々たんとこう続けた。

「───今週末、暇ひま？」

「日曜日…ですか？」

「ああ」

「暇、ですけど」

「なら、これ……」

　ポケットから取り出した皺しわ々しわのプリントをオレの前に突つき出した。

　なに？　これを見ろってこと？

　受け取ったプリントの皺を伸のばし、広げてみた。

『県大会　東地区準決勝・決勝戦』

「これって……」

　剣けん道どうの試合の日程表？　よく見てみると、その試合は今週の日曜日になっていた。

「もし…もし、暇だったら見にきてくれないか？」

「オレがですか？」

　オレは要先せん輩ぱいの申し出に目を丸くした。

「個人戦の決勝だけでいいんだ。無理にとは、云わない」

　なんで、オレなんかを誘さそうわけ？　第一、オレは剣道なんか全然わからないというのに。

「夏哉が来てくれれば、勝てると思うんだ」

　そ、そんなこと云われても────。

「それに───」




　ドン！

　───にゃ～～。




「にゃあ？」

　要先輩が何かを云いかけたとき、ヘンな方向から、おかしな物音と力ない鳴き声が聞こえてきた。この声はちび…なような気がする。

　妙みような雰ふん囲い気きは、ちびの声で打ち消された。要先輩は何故か肩かたを落としてため息をついている。

　何を云おうとしたんだろう…？　ま、いっか。

「どこ行ったんだよ、ちびー？」

　呼びかけるとまた声がした。

　───にゃ～～～。

　嫌な予感がして振ふり返ると、ちびは期待を裏切らなかった。

　棚たなに前足を引っ搔かけて、ぶら下がっている姿が目に入る。

「どこから上ったんだよ!!」

　あまりのことに、呆あきれて物も云えない。

　どうやら、目の前の木から飛び移ろうとして失敗したらしい。お前、棚の餌えさが目的だったな。

　だけど、ちびはキャットフードがしまってある段よりだいぶ上のほう、オレでも背が届くだろうか、って位置でじたばたしている。

「世話が焼けるなぁ…」

　手を伸ばして助け出そうとしたが、…あろうことか届かなかった。あとちょっとで足に触さわるんだけどな。

　───にゃ～～～。

「わかってるってば！　ちょっと待ってろよ！」

　もうちょっと、背があればなぁ。周りを見てみても、ちょうど良さそうな台はないし。オレはもう一度、思いきり背せ伸のびをしてみる。

「……っ」

「無理するな」

　不意に背後から肩を引き寄せられる。

　要先輩がオレの後に立って、手を伸ばしてくれていた。

　うわ……っ。

　顎あごを上に向けて見上げると、真下から要先輩の顔が見えた。

　そして、さっきぶつかった唇くちびるが目に入る。オレ、この人とキスしちゃったんだ。せっかく治まってきていたドキドキが再び蘇よみがえってきてしまった。

　見ないようにしなくちゃと思えば思うほど、要先輩の口元から視線を外せない。

　形のいい唇は、キリリと真一文字に結ばれている。

　オレは、その唇が意外にも滑なめらかで柔やわらかいことをもう知っていた。

　背中越ごしに伝わる体温だとか、大人おとなの男の人って感じの匂においが益々鼓こ動どうを早めてくれちゃったりして。

　このまま、ヒートアップして壊こわれてしまうんじゃないかというくらい、心臓はフル回転していった。

「じっとしてろよ」

「っ！」

　見つめていた唇が、いきなり言葉を紡つむいだ。

　喋しやべるたびに覗のぞく赤い舌にドキドキする。

　わ～～!!　オレの変態!!　何考えてるんだってば!?

　落ち着こうと思って、唾つばを飲みこんでみたけど、その行こう為いすら卑ひ猥わいな感じがして、益々混乱した。

　要先輩は、簡単にちびを捕つかまえ、オレの手に渡わたしてくれた。

「……こういうのは、俺おれが側にいるときくらい頼たのめ」

「あ…」

　背後から抱だき締しめられるようにして、要先輩の腕うでの中にすっぽりと収まってしまった。

　この心臓の音が聞こえなければいいけど。オレが何を考えてるかなんてバレちゃったら、またバカにされるに決まってる。

「自分にできることは自分でする。できないことは素す直なおに頼む。意地張って物事が進まないより、ずっといいだろ？」

　耳元で囁ささやかれてるみたいで、緊きん張ちようする。

　たまにこめかみのあたりに吐と息いきがかかった。

　うわー、うわー。

　ヤダな、耳まで熱くなってきた。

「───はい」

　不思議と素直に頷うなずけた。

　いつものオレなら、背のデカイ奴やつだから云いえるんだよ、とか思ってしまうのに。

　おかしいな。オレ、要先輩のこと嫌きらいなはずだったのに。

　なんで、胸がざわめくんだろう？

　どうして───こんなに、心が苦しいんだろう……？

　ドキドキが治まらなくて、何故かオレは要先輩の腕の中から抜ぬけだせずにいた。
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「さっきから何してるのよ？」

　不ふ審しんに思った母親が、怪け訝げんそうな目付きでオレを見る。

　比ひ較かく的てき若作りな母は、少女趣しゆ味みとも云える花はな柄がらのエプロンをしていた。

「───なんでもない」

　要先輩との約束の当日、オレはもらったプリントを手に悩なやんでいた。

　出かける用意はすでに万全なんだけど、家を出る踏ふん切ぎりがつかなくて。

　お気に入りのジーンズに卸おろしたての長なが袖そでのカットソー。オレってば、何をそんなに気合い入れてるんだろ？

「何でもないなら、さっさと出かけちゃいなさいよ。朝からずっとウロウロしてるじゃない」

「うるさいなぁ。別にいいだろ」

「よくないわよ。もう、お昼になっちゃうんだから。お家にいるんだったら、なっちゃんのご飯も用意しなくちゃいけないのよ？」

「…………」

　決勝戦の時間は十二時。時計を見ると、十一時半を回っていた。

　もう、家を出なくちゃ間に合わない。

『夏哉が来てくれれば、勝てると思うんだ』

　あの台詞せりふがずっとオレの頭の中でぐるぐるしていた。

　それと一いつ緒しよに要先せん輩ぱいの瞳ひとみの色が脳裏にちらつく。

　だからって云っても、オレが行ったからって、何が変わるわけでもないだろうし───。

　今週はずっと意識しっぱなしで疲つかれてしまった。

　瑞希の云うとおり、要先輩は確かに目立つ存在だった。どこにいてもすぐに目に止まる。

　あの身長のせいもあるけど、それ以上に先輩自身のオーラみたいなものが、人目を惹ひきつけてるみたい。

　自分でも、要先輩を知らなかったことが不思議に思えるほどだ。

　捜さがしてるわけじゃないのに、気が付くと目で追ってる。

　やめようと思えば思うほど、意識してしまってどうしようもなかった。

　おまけに、遠巻きに憧あこがれの眼まな差ざしで見ている人を差し置いて、要先輩はオレを見つけると何かしら反応してくれる。

　始めは気のせいかと思ってたけど、軽く挙げられる手が、オレに向けられたものだとわかったときは、ほんの少し優ゆう越えつ感かんを感じてしまった。自分でも現金だと思うけど。

　何だか、特別扱あつかいっぽくて、くすぐったい。

『夏哉が来てくれれば……』

　要先輩の視線の魔ま法ほうにかかってしまったみたいに、何度も何度もあの言葉が繰くり返された。

「あーもう!!　わかったよ!!　行けばいいんだろう!?」

　何度も頭の中で繰り返すバリトンの言葉に喚わめいた。

「だから、さっきからそう云ってるじゃない」

　いきなり、大声を出したオレに母さんは憤ふん慨がいした。

　でも、母さんにフォローを入れてる気持ちの余よ裕ゆうはどこにもない。

　行って、試合を見るだけなんだから、そんなに考えこむ必要はないじゃないか。

　自分にそう云い聞かせて、家を出た。

　会場の最寄駅を降りてからは、勝手に足が走り出した。

　それでも、大会が行われている市立体育館についたのは、十二時ぎりぎりだった。

　会場となっている市立体育館に足を踏み入れたのはいいが、どこに行けばいいのか、さっぱりわからない。

　なんで、こんなに広いんだよっ。

「すいません。あの、会場って……。あ、オレ聖陵の学生なんですけどっ」

　台詞が上手うまいことまとまらない。だけど、要領を得ない質問にも、受付の人は丁てい寧ねいに答えてくれた。

「もう決勝戦やってるよ。そこの階段を降りればすぐだから」

「ありがとうございますっ」

　受付の人に云いわれた通り、階段を下りた。

　長く伸のびた廊ろう下かにたくさん入り口があったけれど、手っ取り早く、手前の扉とびらを開ける。

　開けた扉の隙すき間まから、竹刀しないの音と歓かん声せいが聞こえてきた。

　あれ、ここってもしかして……。

　くるりと辺りを見まわすと、剣けん道どう着ぎやジャージを着た人ばかりいる。

　間ま違ちがえて、観客席ではなく、試合会場のほうへ来ちゃったんだ。

　受付で、学校名なんか云ったから、部員と間違われたのかな。

　まあ、いいや。

　そんなことより、要先輩は────

「……あ……」

　───いた。

　会場の中央、今、構えているのが要先輩だ。

　紺こん色いろの上下の道着に、赤あか胴どうの防具をつけている。前垂れに、「橘たちばな」の文字。

　ぴんと伸びた姿勢と他者を圧あつ倒とうする存在感。出会ったときと同じ空気を感じた。

　オレは人ごみを搔かき分けて、できるだけ近くに寄った。

　竹刀しないの先のぶつかり合う音が、場内に響ひびく。

　初めて間近で見る剣けん道どうの試合の臨場感にオレは息を呑のんだ。

「……凄すごい」

　小手先の鍔つば迫ぜり合あいが激しい。

　───パァン!!

「面!!」

　相手の選手が押おし返し際、要先輩に引き面を見み舞まう。

「一本!!」

　途と端たん、わぁ…っと会場中が沸わいた。

「めずらしいな。橘が面を取られるなんて」

「今日は調子悪いなぁ。これで同点だな」

「さっきのもぎりぎり一本って感じだったしな」

　オレの後に立つ、他校の生徒がそんな感想を漏もらす。

　同点ってことは、オレが来る前に一本決めてるんだ。

　でも、調子悪いって本当に……？

　まさか、負けたりしないよね？

　再度、中央に戻もどり、竹刀の先を絡からめ合う。

「要先輩っ!!」

　思わず、声が出てしまった。

　きっと、オレの声なんて歓声に搔き消えてしまって、届きもしないだろう。でも、名前を呼ばずにはいられなかった。

　お願い、負けないで────。

　境界線の中で二人は再び、間合いをはかりはじめる。

「……え？」

　その時、ほんの一いつ瞬しゆんだけど要先輩の動きが止まったように見えた。

　噓うそ。今、要先輩と目が合ったような……。

　まさか!!　今は試合中なのに、そんなことあるわけない───。そう思った刹せつ那な、要先輩の動きが変わったように見えた。

　ダンッと右足を踏ふみこむ音が鳴なり響く。

　気合と共に、パァン！　という音が勝負の白黒をつけた。

　面を打たれそうなところを、踏み込んで胴を打ち、竹刀を引き抜ぬいた。

　要先輩の声が、場内に響き渡わたる。

「一本！」

　審しん判ぱんの張りのある声が響く。

　わあぁっという、それまで以上の歓声が場内を包んだ。

「……勝ったんだ」

　相手チームは悔くやし涙なみだを流し、聖陵剣道部は喜びに沸いている。

　その勝利の立役者はというと、面を外し、竹刀を放って、迷わずオレのほうへ走ってきた。

　え？　え？　なんで？　なんで、オレが来てるのわかったんだろう。

　それより、なんで、オレのほうに来るんだよ!!

「夏哉！」

　見たことのないような全開の笑顔で名前を呼ばれる。

　え──っ、うそうそっ。要先輩って、こんな風に笑えるんだ…!?　信じらんない……。

　もう、また、心臓が煩うるさくなってきちゃったよ…。

　その笑顔にドキドキするたびに、オレの心臓が締しめつけられた。

　そんな顔見せるなんて反則だ。

「せ…先輩」

　何か云わなくちゃ、と思うけど胸が詰つまっていて言葉が出てこない。

「来てくれたんだな」

　先輩、まだ息が上がってる。

　かきあげる髪かみの先から汗あせが滴したたり落ちていて、試合の激しさを物語っていた。

　オレはその仕草にドキリとした。首筋を伝った雫しずくが、鎖さ骨こつに落ちる。思わず、乱れた胸元に目がいった。

　おい、何見てるんだよ、オレ!!　なんか、こないだから、思考回路がおかしいって。

「……先せん輩ぱいが、来いっていうから……さっき着いて…」

「知ってる。ずっと探してたから」

　オレのことを？

　来るだなんて、はっきり返事しなかったのに、探しててくれたんだ。

「オレなんか来なくても勝てたんじゃないんですか？」

　素直におめでとうって云いいたいのに。

「さっき、呼んでくれただろ」

「え……」

　オレの声なんか、歓かん声せいにまぎれて聞こえないだろうと思ってたのに。じゃあ、あの時、目が合ったと思ったのも気のせいじゃなかったってこと？

　試合中だというのに、オレを見つけてくれたの？　それって、スゴイことなんじゃ…。

「夏哉のおかげだよ。いいとこ見せようと思わなきゃ勝てなかった」

　真面目に云われて、オレは戸と惑まどった。

「そんなこと……」

　勝てたのは、要先輩の実力で、オレはなんにもしてないし。

「おい！　橘!!　何してんだ。これから表ひよう彰しよう式しきだぞ!!」

　剣けん道どう部の部員が要先輩を呼んだ。

「今行く！───夏哉、このあと暇ひまか？」

　要先輩は返事をしつつ、オレから目線を外そうとしない。

　考えてること全部、見み透すかしてしまいそうな瞳ひとみ。

　何でこの人、まっすぐ相手の目を見るんだよ！

　人の目を見て話すのはいいことなんだろうけど、今は困る。だって、このままじゃドキドキが治まらないよ。

「ええ、あ、はい」

「なら、外で待っててくれ。一いつ緒しよに、帰ろう」

「え？」

「待ってろよ、絶対！」

　要先輩は、部員たちのもとへ走りながら云った。

「……ど、どうしよう」

　一緒に帰ろうだって。本当に？　剣道部の人たちはどうするんだろう？

　色々と考えてしまうけど、勝手に頰ほおが緩ゆるむ。

　オレ、もしかして嬉うれしいのかな…？

「噓うそだろ…？」

　浮うかれた胸の内が、オレにはまだ信じられなかった。







　オレは会場を出て、歩道のガードレールに寄りかかった。

　体育館からは、出場していた選手たちや、観戦に来ていた家族らしき人たちが流れ出てくる。

　人ごみの中に、先輩の姿を探してしまう。

　その流れが落ちついた頃ころ、一ひと際きわ背の高い人物が現れた。

「夏哉！」

　要先輩は、周りの人が振ふり向くような声でオレを呼んだ。

　もう、恥はずかしいな!!

　他校の生徒が、信じられないものを見ているような顔をしている。

　だって、要先輩ってば試合中とは打って変わって柔やわらかい表情をしてるんだ。

　そのついでとして、オレまで注目を浴びてしまいちょっと居た堪たまれない。

　あの朝から、要先輩はオレの名前をよく呼んだ。

「おい」とか「よう」ですむ時もわざわざ名前で呼びかけてくるから、こっちも意味もなくドキドキが増えてしまう。

「スマン、遅おそくなった」

「いえ、そんなことないです」

　ヘンに緊きん張ちようしてしまって、言こと葉ば遣づかいが固くなる。

　防具と竹刀しないを担ぎ、オレの前に現れた要先輩は、制服姿だった。半はん袖そでのシャツにダークグリーンのズボン。

　もう、夏服仕様になっている。きっちりと締しめられた校章入りのネクタイがストイックで、すらりとした要先輩の長身によく似合っている。

　同じ制服でも、着る人間が違ちがうと、こうも違ってみえるものなんだ。

　なんか、ズルイよなぁ。

　でも、それよりも気になっていたのは要先輩から匂におう、ふわりとした石せつ鹼けんの香かおり。なぜか、髪かみも半乾かわきだし……。

「あの、髪…？」

「ああ、シャワー浴びてきたんだ。急いだからな。まだ髪も乾かわいてない」

　そう云いつつ、前まえ髪がみをひっぱる。

　上うわ目め遣づかいの仕草が可愛かわいい───って、オレ何考えてるんだってば！

「急がなくてもよかったのに……」

「待たせたく、なかったから」

「……え？」

　また、その目っ!!

　切れ長の目が、オレをじっと見る。瞳には、オレしか映ってないんだ、と思うと不思議に気分が高こう揚ようしてしまう。

　要先輩って、絶対無意識にコレやってるよなぁ……。その分、余計に厄やつ介かいなんだよ。

　一人であわあわしてると、優しい口調で問いかけられた。

「昼飯、食った？」

「まだですけど」

「なら、付き合ってくれないか？　腹減っててさ」

「……奢おごりならいいですよ」

「じゃ、決まり」

　普ふ段だんは無愛想な表情をこうして崩くずされると、なぜか断りきれないのだ。

　断る必要なんてないけど、考える間もなく首を縦に振ってしまうのが、なんとなく悔くやしい。

　促うながされるままに、先輩の隣となりを歩き、近くのファミレスに入った。

　昼時だから混んでいたけど、ウエイトレスがすぐに窓際の席に案内してくれた。

「何食いたい？」

「え？」

「奢れってさっき云いったろ。あんまり高いもんは無理だけどな」

　要先輩は、メニューを開いてオレの前に押おし出した。

「いいですよ！　さっきのは冗じよう談だんです。自分で払はらいます！」

「遠えん慮りよすんな」

「遠慮とかじゃなくて…っ」

「こういうときくらい、かっこつけさせろ」

　カッコつけなくたって、カッコイイよ。無愛想だけどさ。オレはこっそり胸の内でそう思う。

　でも、そんなこと云えないから、気を紛まぎらわそうと一心にメニューを捲めくった。

「じゃあ…チョコレートパフェ」

「わかった。あ、すいません」

　片手を挙げて、ウエイトレスを呼んだ。

　注文を取りに来る彼女の足取りが軽やかなのは気のせいじゃないと思う。入ってきたときから、彼女たちの視線は要先輩に集中してたし。

「ご注文お決まりですか？」

「チョコレートパフェと、ガーリックソース・ステーキのセット、クラブハウスサンド、シーフードグラタン、シーザーサラダ、あとアイスコーヒー。夏哉、飲み物は？」

「えっと、アイスティー…」

「じゃ、とりあえず、それで」

「かしこまりました」

　ウエイトレスは涼すずしい顔で注文を繰くり返したが、オレは呆あつ気けにとられていた。

「先せん輩ぱい……今の全部……」

「朝からろくに食ってなかったから」

「はぁ……」

　朝から食べてないにしても、その量は…。やっぱり、運動する人は胃の大きさが違うのかな。

　やがてテーブルに並んだメニューは片かたっ端ぱしから、要先輩のお腹に収められていった。あまりの食べっぷりに目を奪うばわれて、パフェを食べるのを忘れてしまったくらいの勢いで。

「夏哉」

「は、はい！」

「それ、食わないのか？」

「すいません、食べますっ」

　オレは慌あわてて、溶とけて零こぼれ落ちそうなアイスを掬すくった。そのまま口に運ぼうとしたが、要先輩の視線に手が止まる。

「………」

「要先輩？」

「いや、なんでもない」

「…食べたいんですか？」

「いいのか？」

　そんなにお腹空いてるのか。信じられない食欲に憎にくまれ口も出てこない。

「……どうぞ」

　パフェを先輩のほうに押しやった。

　なのに要先輩は、オレの持つスプーンを顎あごで指した。

「それでいいよ」

「はい？」

　それって、これ？　オレは手にしたスプーンを凝ぎよう視しした。アイスが溶けかかっている。

　何か？　オレに食わせろってこと？

　あの目でじっと見つめられて、降参した。仕方なく、掬ったスプーンを要先輩の前に出す。

　要先輩は躊躇ためらいもなく、そのスプーンを口にした。

　───わ……。

　つい、要先輩の形のいい口元に見入ってしまう。

　なんか、この状じよう況きようって……。まるで、カップルみたいだ。

　オレは自分の思考回路に恥はずかしくなって、頭を左右にぶんぶんと振ふった。

「何してんだ？」

「なっ、なんでもないですっ」

「そうか？……でも、あれだな」

　要先輩が口くちの端はしを上げてニヤリと笑う。

　こういう意地の悪い顔もするんだ。

「あれって？」

　バナナを掬ってぱくりと食べる。生クリームとアイスが混じって甘あまったるい。　>>>♥

「間接キス」

「せっ、先輩!?」

　今食べたバナナを喉のどに詰つまらせそうになった。慌てて、アイスティーを飲む。

　グラスの表面には雫しずくがつき、火照った指には冷たかった。

　し…死ぬかと思った……。

　おかげで、この間のキスを思い出しちゃったじゃないか！

「ご馳ち走そう様さま。───あ、すいません、追加いいですか？」

　オレに思わせぶりな笑いを投げかけたあと、再度ウエイトレスを呼んだ。

　その笑みに思わず、カッと顔が熱くなる。

「まだ、食べるんですか？」

　恨うらみを込めて、厭いや味みを云いってみた。けれど、どうも通じなかったみたい。

「もうちょっと入りそうなんだよな」

　さっきとは違ちがうウエイトレスが飛んでくる。

「お待たせしました。追加のご注文承うけたまわります」

「じゃ、これ」

　要先輩はテーブルにあったサイドメニューを指差した。

「キャラメルクリームパフェですね。以上でよろしいでしょうか？」

　オレはまた、驚おどろいた。

「ああ」

「かしこまりました。少々お待ち下さいませ」

　一礼して去っていくウエイトレスを後しり目めに聞いた。

「もしかして、…甘いもの好きですか？」

「───まあな」

　要先輩とパフェ。それにしたって、似合わないアイテムだよなぁ。

「……それに、できるだけ長居したかったしな」

「はあ？」

「いや、こっちの話。他に何か頼たのむか？」

「もういいですってば」

　そんなやり取りをしているうちに、注文のキャラメルクリームパフェがきた。

　オレが頼んだチョコレートパフェよりも、格段に甘そうだ。

　本当に、これ食べるわけ？

「そうだ。ケイタイ番号教えろよ」

「ケイタイ持ってないです」

「そうか？　じゃあ───」

　要先輩は、ペーパーナプキンと共に立てられていたアンケートの裏に、ボールペンで十一桁けたの数字を書いた。

　そして、その紙をオレの前に滑すべらせる。

「暇ひまなとき、かけて」

　ねだるような眼まな差ざしで見つめられる。

　そんな目で見られたら受け取らないわけにはいかないじゃないかっ。

「……なんで」

　どうして、オレにケイタイ番号なんて渡わたすんだよ。かけろって云われても……。

「どうせヒマだろ？」

「暇なんてないですよっ」

　そんなことを云いながら、オレはその紙をやたらに丁てい寧ねいに畳たたみ、ポケットにしまった。

「───橘先輩？」

　突とつ然ぜん、無ぶ遠えん慮りよな声が降ってきた。

「何してるんですか？　こんなところで」

　振り返ると、見た事のある顔があった。たしか隣となりのクラスの奴やつだ。入学式で、新入生挨あい拶さつをしていたから覚えてる。

　いくら噂うわさに疎うといオレでも、同じ学年の有名人くらいは知ってる。

　エスカレータ組のくせに、こないだのテストでトップだった奴だ。おまけに、王子様系のルックスで取り巻きとかもいるって話。

　名前は、えーと……。

「布ふ施せか…」

　そうそう、『布施』。へえ、剣けん道どう部なんだ。要先輩と同じように防具の袋ふくろを担いでいる。

　要先輩はちらりと視線を向けて、再びテーブルに戻もどした。その表情に変わりはないけれど、微かすかに眉み間けんが寄っている。

　もしかして、不ふ機き嫌げんになった？　なんとなく、そんな気がする。

　布施は、呆あきれたようにため息をついた。

「さっさと一人で着き替がえて出ていっちゃうから、淋さびしかったんですよ？　話したいこといっぱいあったのに！」

「試合のあとに何話すって云うんだ」

「何云ってるんですか。先輩が一番の功労者でしょう？　最後の一本、凄すごかったですよね」

　そいつは媚こびるようににこにこと話しかけている。

　同じテーブルにいるオレのことは、まるっきり無視状態だ。

　部外者のオレは二人の会話には入れない。むしろ、オレが要先輩を引っ張りだしてきてしまったみたいで、罪悪感を感じる。

　───ヤダな。胃のあたりが気持ち悪い。

「これから打ち上げやるんですよ。先輩も出て下さいよー」

　布施は、オレのほうをちらりと見ながら、要先輩の右みぎ腕うでを引っ張った。

「そんな話、聞いてない」

　言葉では否定しながらも、要先輩はその手を振ふり払はらおうとしない。

　オレはその態度が、引っ掛かかった。

　それってそいつのことがイヤじゃないってことだよね？

　満まん更ざらでもないってことなの？

　おまけにそいつは、自じ慢まんげにオレを見下ろしてきた。

　なんでオレがこんな挑ちよう戦せん的てきな目で見られなきゃならないんだよ。なんか凄くムカムカする。

「聞く前に飛び出していったんでしょう？　ほら、みんな来てるんですよ！」

　と、布施は入り口の方を向いた。つられて見てみると、剣道部の面々が空席待ちをしているところだった。

「───見てわかんないか？　俺おれはこいつと飯食ってんの」

「えー！　先せん輩ぱいが来てくれなくちゃ、俺……」

「悪いな。皆みなによろしく云いっておいてくれ」

　要先輩は、自分の右腕を摑つかんでいた布施の手をぽんぽんと叩たたく。

「先輩たちに、連れてこいって云われちゃったんですよ!?」

「今度、埋うめ合あわせする」

　と、申し訳なさそうに軽く笑った。

　───え？

　要先輩が、笑った？

　オレはそのことにショックを受けた。

　オレにだけじゃないんだ────。

「───別に」

　居た堪たまれなくなって、間に割り込んだ。

「別にオレは……っ。……用事があるんで帰ります」

　オレはディバッグを手に立ちあがった。

「夏哉!?　気にするなよ、俺は、お前と……」

「先輩！　いいじゃないですか。用事があるっていうのに、引きとめるのも可哀かわい想そうでしょ？」

「!!」

「ねえ？」

　布施のライバル意識剝むき出しの態度に思わず後退さってしまう。

　なんで、オレがお前に睨にらまれなきゃいけないんだよっ。

　ムカついて、キッと睨み返してやった。

「お金、ここ置いておきます」

　財布から千円札を抜ぬいてテーブルに置いた。

「金なんかいいって。そうじゃなくて、おい！」

「引きとめちゃってすいませんでした！」

　ぺこりと頭を下げ、要先輩に向けて笑顔を作る。

　上手うまく笑えてたかわからないけど、自分ではよくできたほうだと思った。

　二人の間をわざと通り抜けながら素早く外に出て、後を振り返りもせず逃にげるように駅まで走った。

　なんなんだよ、あいつ！

　後から来て、我が物顔で割りこみやがって。

　先輩も先輩だよな。オレのこと無視して話しててさ。

「わっ」

　途と中ちゆう、僅わずかな段差に足をとられてよろめいた。

　なんとかバランスは保ったけれど、オレはそのまましゃがみこんでしまった。

「……痛」

　胸が、痛い。

　自分の気持ちがわからないまま、心臓が苦痛を訴うつたえる。

　疎そ外がい感かんと独どく占せん欲よく。

　まるで、だだを捏こねる子供みたいに気持ちが云うことをきいてくれない。

　これじゃ、ほとんど嫉しつ妬とじゃないか。

「オレはそんな……」

　誰だれともなしにいいかけて、台詞せりふを飲みこむ。

　あそこに、オレの場所はなかった。

　要先輩の笑顔だとか、仔こ猫ねこに負けてるところとか、たまに見せる可愛かわいい仕し草ぐさもみんな、オレだけが知ってる特別なことだと思っていたのに……。特別扱あつかいだと感じていた微かすかな優ゆう越えつ感かんが、ただの思い上がりだと気付いてしまった。

　特別なのはオレだけじゃないんだ───。あいつにだって笑ってた。

　そのことがこんなにショックだなんて…。

「もう────ヤダな」

　乾かわいた笑いが零こぼれた。

　なんて、滑こつ稽けいなんだろう。

　オレはしばらく、その場から動けなかった。










「なっちゃん……寝ねてるの？」

　真っ暗な部屋の中に細い光が射しこんだ。

　あの後、どうやって家に帰ってきたのか覚えていない。

　帰りついたその足で、自分の部屋に閉じこもった。

「なっちゃんてば」

　───しつこいな。

「……いらないって云いったじゃん」

「違ちがうわよ。ご飯じゃなくて、電話」

「電話？　誰から？」

　オレはベッドからのそりと起きあがった。

「橘さんて人」

　要先輩!?　なんで、ウチに電話なんかしてくるんだよ！

「寝てるって云って！」

「起きてるじゃない。はい、あんまりお待たせするのも悪いでしょ」

　ムリヤリ押おし付けられた子機の保留ボタンが点てん滅めつしている。

　母さんはさっさといなくなってしまったので、電話に出る以外選せん択たく肢しがなくなってしまった。

　母さんのバカ───!!　こっちの都合ってもんも考えろよな。

　恐おそる恐る、保留ボタンを押す。

「……もしもし？」

『───夏哉か？』

　受話器の向こうから、バリトンが聞こえてくる。受話器を当てているほうの耳に、全身の神経が集まっていった。

「先輩、なんでこの電話…」

『名めい簿ぼで調べた。今、平気か？』

「はい」

『お前さ、さっき───』

「……さっきはスイマセンでした」

　電話でよかった。直接だと、どんな顔をすればいいかわからないから。何かを云われる前にさっさと謝ってみた。

『謝る必要ないだろ？…その、用事は間に合ったのか？』

「え？」

『急用だって云ってたろ』

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

『本当に用事だったんだな？』

「………」

『あん時、布施───後こう輩はいが来たせいで、嫌いやな気分になったんなら悪かった』

「…そんなこと、あるわけないじゃないですか」

　気にしててくれたんだ。頑かたくなになった心が、少し解けた気がした。

『なら、いいんだ』

「───あ、あの…!!」

『ん？』

　優しく問い返してくれる。でも、何を話していいのか、わからない。

「えっと、……なんでもないです」

『なんだよ、一体』

「…すいません」

　絶対、ヘンな奴やつだって思ったよね。オレは自分の失態に、へこんでしまう。折角、電話を貰もらったのに。

『───夏哉』

「は、はい」

　ぎこちない会話。顔が見えないと、不思議な感じがする。

『……また温室行ってもいいか？』

「はい！　来て下さい!!……あ」

　つい、声が大きくなってしまった。恥はずかしいな、オレ。

『歓かん迎げいしてもらえるんだ？』

　笑いを含ふくんだ声音が返ってきた。

　なんか受話器越ごしの声が、耳元で囁ささやかれてるみたいでドキドキする。

　オレは、要先輩の言葉を聞き逃のがさないように、受話器を耳に押し付けた。

「…うん、猫ねこと一いつ緒しよに」

『そういえば、あいつら、元気か？』

「すっごい元気。一個、鉢はち植うえひっくり返されちゃった」

『あのちっちゃいのだろ』

「うん」

　他愛たわいのない会話や声だけなのに、どうしてこんなに嬉うれしいんだろう？

　先せん輩ぱいの全部にドキドキしちゃうなんて。

　こんな些さ細さいなことなのに、心臓が爆ばく発はつしそう。

　もしかして、もしかしてオレって……。

　だけど、ぐるぐると考えてるうちに、要先輩のほうが寮りようの消灯時間になってしまった。

　どうして、楽しい時間ってすぐに過ぎちゃうんだろう？

『じゃ、また、学校でな』

「はい」

『おやすみ』

「おやすみなさい」

　そして、プツリと回線が切られた。

　ツーツーツーと無機質な音が聞こえる。オレは名残なごり惜おしさに、しばらく受話器を耳に当てたままでいた。

「……どうしよう」

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。

　オレ、要先輩のことが好きなんだ───。

　子機を握にぎり締しめて、横向きにベッドに倒たおれこんだ。ぼす、と枕まくらに顔を埋うめた。枕カバーが冷たく感じる。そのくらい、顔が火照っていた。

　嫌きらいだったはずなのに。

　大嫌いだったはずなのに、いつの間にこんなに惹ひかれてしまったんだろう？

　気に食わない奴だったのに、いつの間に好きになっちゃったんだろう？

　もしかして、始めから？

　考えれば考えるほど、訳がわかんない。

　パンクしてしまいそうなくらい、オレの中は要先輩のことでいっぱいだった。

　体中で心臓が鳴り響ひびいている。

　落ち着かなくて身じろぐと、カサ、という音がした。ポケットにあの紙をいれていたことに気付く。

　───あいつも、要先輩のケイタイ番号知ってるのかな。

　オレだけに教えてくれたんなら、いいのに。

「要先輩………」

　口の中で呟つぶやいた言葉は、暗い部屋の紺こん色いろの闇やみの中にすぅっと溶とけて、消えていった。
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　今日は、完かん璧ぺきに遅ち刻こくだ。

「つ……疲つかれたー…」

　校舎の前まで来て、ようやく一息ついた。あの坂を一気に上るのは、いくらぴちぴちの高校生といえども、そう簡単にはいかない。

　昨日もなかなか寝ねつけなかったせいで、うっかり寝過ごした。

　オレの悪いくせだよな。考え事があると、眠ねむれなくなるのって。

　キ─ン・コーン、カーン・コーン……。

「わー！　予よ鈴れいじゃん!!」

　校舎から聞こえてくる鐘かねの音に急かされる。

　駄だ目めだ……。頑がん張ばって走ってるのに、なかなか進まない。やっぱ、朝ご飯抜ぬきであの坂はキツイ。これで四階まで上らなくてはいけないのかと思うと、うんざりするよ。

　ぼんやりとした意識のまま、廊ろう下かの角を曲がろうとした瞬しゆん間かん。

「うわっ!!」

　また、誰だれかにぶつかっちゃった。……いい加減、学習しないと。

　跳はね飛ばされそうになったところで、オレは腕うでを摑つかまれた。

「夏哉……」

「要先輩!!」

　───寝ね不ぶ足そくの原因だ。

　昨日は要先輩のことを考えすぎて、眠れなかったのだ。

　まさか、朝から会っちゃうなんて！

「また、お前か。ちゃんと前見て歩けよ？　俺おれ以外にぶつかったりしたらどうするんだ」

「………」

「ん？　どうした？」

　オレは要先輩の顔を見たまま、黙だまってしまった。

　だって、何を云いえばいいのかわからない。

　要先輩を好きだという自分の気持ちに気付いてしまった今、後ろめたさが背中をつつく。

「なんて顔してるんだよ」

　要先輩はそう云って、オレの頭をがしがしと搔かきまわした。

　なにするんだよっ。

　オレは頭を撫なでられるのも嫌いなんだから！　撫でられる位置に頭があることを実感させられるのが、気に食わないのだ。

「ちょっ、やめて下さい!!」

　ただでさえ、時間がなくて寝ね癖ぐせを直していないのに。

「そのほうが似合うよ」

「……え？」

　ぐちゃぐちゃにしといて、何云うのかと思ったら。

　そんなの似合うって云われても嬉うれしくないよっ。

「違ちがう。辛しん気き臭くさい顔してたろ」

　オレの誤解が伝わったようで、要先輩は笑って訂てい正せいした。

　要先輩のその顔に、とくんと胸が早はや鐘がねを打ち始める。

「───遅刻しそうだったからです」

　なんて、言い訳をしてしまう。内心の動どう揺ようを悟さとられたくはなかったし。

「なら、そのお陰かげで会えたのか」

　そう云いながら、要先輩はオレの髪かみをまだ弄いじってる。

「触さわんないで下さいってば」

　搔き回される頭を両手で庇かばった。

「髪、触られるの嫌きらいか？」

　答えたくない質問しないでほしい。

「……髪じゃなくて頭です」

「頭？」

「───背が低いから」

「なんで？」

　もうっ、これ以上云わせないでよ！

「頭を撫でられる高さだってことがムカつくんです。先輩はいいですよね、無む駄だに大きくて」

　要先輩はそれを聞いて、ちょっと目を丸くした。その後、微かすかに笑って、

「そうか、悪かったな。でも、気持ちは判わかるよ」

　なんてことを云った。

　気持ちは判るって、先輩みたいにデカイ人に云われても信しん憑ぴよう性せいがないよ。

「先輩なんかに判るわけ────」

「俺も昔、小さかったから」

「先輩が？」

　本当に？　今、こんなに大きいのに、信じられない。

「ああ。小学生のころは一番前だった」

「噓うそ………」

　はっきり云って、ちっちゃい要先せん輩ぱいなんて想像できない。

「誰にも云うなよ？　人に話したことないんだからな」

「云いませんよッ」

　誰にも云ったことのないことをオレに教えてくれたなんて、ちょこっと嬉しいかも。

「なあ、今度の日曜も空いてたりしないか？」

「どうしてですか？」

「……いや」

「空いてますけど？」

「……それなら、一いつ緒しよにどこか行かないか。昨日のお詫わびするから」

「お詫びだなんて、別に───」

　まだ、気にしてくれてたんだ。

「昨日は用事があったのに、来てくれたしな」

　用事なんかじゃなかったけど、先輩と出かけられるなら黙っていようと思った。

「じゃあ、空けときます」

　狡ずるさを自覚しながらも、嬉しくて舞まい上がってしまいそうだった。

「忘れてたけど───」

「はい？」

　突とつ然ぜん、声のトーンが変わった。

　忘れてたって、何を？

「遅ち刻こくしそうなんだろ？　俺おれは一限自習だけど」

　要先輩が腕うで時ど計けいをオレの前に向けた。

　時計の針は、とんでもない時間を差している。

「あ～～～～～!!」

　ヤバいなんてもんじゃない。もう、授業は始まってる時間だよ!!

「がんばれよ、一年」

　四階までの道のりを知ってて、からかうように背中を叩たたかれた。

「余計なお世話です!!」

　走り出そうとするオレに要先輩が、念ねん押おしした。

「忘れるなよ、日曜日！　また電話するから」

「忘れませんよ！」

　忘れられるわけないよ。要先輩との約束を。

　こないだは、あんな別れ方をしちゃったのに、また誘さそってもらえるなんて。

　階段を駆かけ上がる足取りも軽くなる。

　要先輩にとっては埋うめ合あわせだとしても、オレは嬉うれしくて仕方がなかった。










　放課後、オレは温室にきていた。

　今日の当番はオレじゃないけど、一日一回は様子を見ないと落ちつかない。

　───にゃあ。

「なんだよ、お前ら。昼に先生からご飯貰もらったろ？」

　足音を聞きつけて仔こ猫ねこたちがやってくる。奥おくへ進むと、そいつらも一緒についてきた。

「ちょっと乾かわいてるかなぁ」

　最近、気温が高いせいか土がすぐに乾いてしまう。帰る前に、水みずやりをしておいたほうがいいみたい。

　水道の蛇じや口ぐちの下に巻いてあったホースを引っ張り出す。ホースにはジョウロの先みたいなのがついてて、栓せんを捻ひねるとシャワー状態で水が出てきた。

「うわ、温いな～」

　ホースの中で暖められていた水が、すっかりお湯みたいになってる。

　猫たちは地面に降り注ぐ水に手を出しては、顔に浴び、その度に体を震ふるわせて水気を飛ばしていた。

　週末までが待ち遠しい。

　あと五日間か。早く約束の日曜日にならないかな。

　プランターに水をやりながら、オレは要先せん輩ぱいのことを考えた。

　でも、また温室に来てくれるって云いってたし……。

　キィ…。

　後から温室のドアが押おし開かれる音がした。立て付けが悪くて、背中がぞくぞくするような音がする。

「要先輩？」

　思わず、そう云って振ふりかえる。

「残念ながら違ちがうんだな」

　と微笑ほほえんでいたのは裕人先輩だった。

　ずっと、要先輩のことを考えてたから、つい……。

「裕人先輩！　す、すいません」

　早とちりにも程がある。

「気にしないで。───最近、仲良いんだね」

「そんなことないですよっ!!」

　うわ～、裕人先輩、ゴメンなさいっ。今のは、マジで失礼だったよな。

「そう？　でも、僕ぼくも要と仲良くしてくれるのは嬉しいから。ほら、あいつ無愛想だろう？　だから誤解されがちなんだよ」

「そうですね」

　確かに怖こわそうなんだけど、本当はそうじゃないことをオレはもう知っているから。

　あれは無愛想なんじゃなくて、そういう顔なんだよな。

　やっぱり、裕人先輩は要先輩の親友なんだ。

「それに要も云ってたよ。夏哉といると楽しいって」

「───え？」

　そんなこと裕人先輩に云ってくれてるの？　気き恥はずかしいけど、ちょっと嬉しいかも。

　そういえば、瑞季は要先輩のこと全然笑わない人だなんて云ってたけど、先輩、オレの前だとよく笑ってくれる。それって、オレに気を許してくれてる証しよう拠こなのかな。

「あと───弟みたいで可愛かわいいって」

「───！」

　弟……？

　オレは裕人先輩の言葉に浮うかれた気持ちを諫いさめられたような気がした。　>>>♥

「どうしたの？　夏哉」

「な、なんでもないですっ。…へぇ、オレって弟みたいなんだ」

　裕人先輩が訝いぶかしげにオレの顔を覗のぞきこむ。

　別に、ひどいことを云われたわけじゃないのに、オレはショックを受けていた。

　笑って誤ご魔ま化かしてみたけど、誤魔化されてくれただろうか。

「あいつ、一人っ子だったからかな？　夏哉みたいなイイ子に懐なついてもらえるのが嬉しいんじゃないのかな」

　いつもは落ち着かせてくれる裕人先輩の笑顔も目に入らない。

「そう……。そうですよね」

　返事がおざなりになってしまう。

　急激に気持ちを冷やされたみたいな感じで。作り笑いを保つのに精せい一いつ杯ぱいだった。

「じゃあ、僕は用事があるから。よかったら、僕のプランターも見ておいてくれる？」

「はい」

　にこやかに去っていく裕人先輩に、オレは手を振り返すこともできなかった。

　そっか……。

　オレの「特別扱あつかい」は弟としての扱いだったんだ。

　しばらく、ホースを持ったまま立ち尽つくしていた。

　───にゃー。

「あ！　水止めなくちゃ!!」

　気付くとすっかり地面は水みず浸びたしになってしまっている。

　急いで水道の栓を締しめると水は止まったけれど、今度は涙るい腺せんが緩ゆるんでしまいそうになる。

「…………」

　俯うつむくと、地面にできた水みず溜たまりに泣きそうな自分の顔がうっすらと映る。その水溜りで仔こ猫ねこたちが遊び始めると、水面に波が立った。

「キッツいなぁ……」

　気持ちに気付いた途と端たん、失しつ恋れんだなんて。

　そっか、オレって『弟』だったのか…。

　だから、あんなに構ってくれてたんだ。

　でも────。

「玉ぎよく砕さいするよりいいのかなぁ……？」

　嫌きらわれてるわけじゃないんだし。

　そう思ってみても、胸に空いてしまった穴はしばらく塞ふさがりそうにもなかった。
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　おかげで、待ち合わせを決めるためにかかってきた電話での会話はぎこちないものになってしまった。

　オレの様子に気付く素そ振ぶりもない要先せん輩ぱいの無神経さにムカついてみたり。

　それでも、一いつ緒しよに出かけられることが嬉うれしくて、断ることなんてできなかった。

　割り切るしかないのかもしれない。

　オレが、要先輩を好きな気持ちは、持ってちゃイケナイものじゃない…よね？







「夏哉、こっち！」

　待ち合わせの駅の改札につくとすぐに、どこからか名前を呼ばれた。

　改札の向こうに、スタイルのいい長身が立っている。

　ほろ苦い気持ちを抱かかえたまま、オレは自動改札を通り、要先輩に駆かけ寄った。

　黒いＴシャツに紺こん色いろの半はん袖そでのシャツジャケットを羽織り、下にはコットンパンツというラフな格かつ好こう。それなのに、モデルみたいに見える。

　それに比べて、オレの格好は子供っぽかったかもしれない。同じ高校生だなんて、詐さ欺ぎだって云いわれそう。

　薄うすい黄緑の半そでのシャツに七分丈たけのスリムパンツ。先輩と出で掛かけるって云ったら、お姉ちゃんにムリヤリコーディネートされた。

　ちょっと子供っぽいよ、と文句を云ったら、高校生なんてまだ子供よとあっさりと流されてしまったのだ。

　そりゃ、大学生のお姉ちゃんから見たら、オレなんて子供かもしれないけど！

「おはようございます！」

「早かったな」

「要先輩こそ、早いですよね？」

「うん、まあな」

　要先輩、もしかして照れてる？

「先輩？」

　この人って表情が乏とぼしくて判わかりにくいけど、なんとなくそんな感じがした。

　でもなんで、照れてるわけ？

「───悪かったな、楽しみだったんだよ！」

　ぶっきらぼうな早口で云いきった。それが、どことなく子供っぽくて笑いを誘さそった。

「オレも楽しみでした」

　今日はいつもより、少しは素直になれそうな気がする。

　それから、要先輩はオレの格好をながめて、黙だまりこんでしまった。

「？」

「いや、……似合うな、その格好」

「そうですか？」

　そうかなぁ。子供っぽくないかなぁ？

「…んだよ」

「なんでもないです」

「…………」

　あれ？　オレまで照れてきちゃった。黙ってるのって、なんか恥はずかしいんだってば！

「それで、どこ行くんですか？」

「まだ、秘密」

「秘密って……わっ！」

　要先輩は、いきなりオレの手首を摑つかんで歩き出した。

　え??　いきなり、何!?

「混んでるからはぐれたら困るだろ。お前、ケイタイ持ってないし」

「子供扱あつかいしないで下さい!!」

　照てれ隠かくしに文句を云った。

　でも、文句を云いながらも、実のところ嬉しかったりして。

「子供扱いなんかじゃねぇよ」

　たこができた大きな手から伝わる体温とその荒あらっぽさが、要先輩そのものを表してる。

　このまま、離はなさないでくれればいいのにな。

　ところが、オレが抗あらがわないことを知った要先輩は、摑んでいる手を緩ゆるめ、手首ではなく指を絡からませてきた。

　ぎゃ～、ダメだってば！　今汗あせかいてて……あ。

　……要先輩の手の平も汗かいてる。

　───なら、いいか。お互たがい様だもんね。

　人ごみをぐいぐいと引っ張っていく力強さに、こんなんだったら、「弟でもいいかな」とこっそり思った。







　そうして連れていかれたのは────

「すいぞくかんー？」

　要先輩はオレの声に黙り込んだ。

　何？　やっぱり、この人って……。

「オレのこと子供扱いしてるでしょ!?」

　握にぎられた手を引っ張った。

　それでも、要先輩は明後日の方向を向いたまま、黙もく秘ひしている。

　なんなんだよ、その態度──!!

「要先輩!?」

　もう一度、覗のぞきこむようにして呼びかけると一いつ瞬しゆん、不ふ機き嫌げんそうな顔が見えた。

「悪かったな！　俺おれが好きなんだよ!!」

　握っていたオレの手をぱっと離す。

　そして、ずんずんと先に歩いていってしまった。

「───は？」

「行くぞ、ほら」

　行くぞ、とか云いいつつ、既すでに五メートルくらい先に進んでるじゃん。

　ちょっと、待ってってば!!

　オレは慌あわてて追いかけた。

　強引に会話を打ち切った要先輩の耳がほんのりと赤くなっているのをオレは見み逃のがさなかった。

　か…かわいいかも。

　新しい面を見る度に、オレの中の先輩像が変わっていく。

　入場券を買って戻もどってきた要先輩がぼそりと云った。

「───裕人には云うなよ」

「え？　何を？」

「───水族館だよ」

「何でですか…？」

「……似合わないだろ」

「あ、はい。じゃなくて、いいえっ」

「笑いたきゃ、笑え。……くそ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔が可愛かわいくて仕方がない。

「笑いませんてば」

「…笑ってんじゃねえか」

「笑ってないです。早く行きましょうよ」

　今度はオレが、要先輩の手を引っ張った。

　いい年した男二人が手を繫つないで歩くなんて、滑こつ稽けいだけど。オレにはそんなこと関係なかった。







　何年かぶりに来た水族館は、思いのほか楽しくて。

　なんだかんだ云いつつ、はしゃぎまわっていたのはオレのほうだった。

　休みだったから、ちょっとは混んでたけど、そのお陰かげでずっと手を握っていてもらえたし。

　薄うす暗ぐらく照明を落とされた通路の両サイドを挟はさむように水すい槽そうが並んでて、ガラス越ごしの水面の影かげが、床ゆかに映ってゆらゆらと揺ゆれている。

　入り口を入ってすぐの水槽には、青や黄色やピンクの色とりどりの魚がいた。

「きれー…」

　水の中を自由に泳ぎまわる極ごく彩さい色しきの姿は、優美で気持ちが良さそうだった。

「…海の底にいるみたいだよな」

「え？」

「ここに来ると落ち着くんだ。一人で道場にいるみたいに」

「……うん」

　道場って、剣けん道どうのだよね？

　外の喧けん騒そうから隔かく離りされたみたいで、落ち着く感じ。確かに、ここにいるとそんな気分になる。

　学校にいたら、きっと色んな煩わずらわしさがあるんだろうな。

　寮りよう暮らしなんて、プライバシーはないに等しいっていうし。

「……だから、よく一人で来るんだ。ここなら、俺の事なんか、誰だれも知らないだろう？　正直云って、ホッとする」

　要先せん輩ぱいは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「一人で？」

「誰かと一いつ緒しよに来たのなんて初めてだよ」

　要先輩は水槽の中の魚の群れを目で追いながら、そう呟つぶやいた。

　オレが、初めて？

　それだけ、心を許してくれてるってこと？　そう、自惚うぬぼれてもいいのかな？

「……なんで、オレを誘さそってくれたんですか？」

　要先輩はちょっと考えてから云った。

「夏哉といると楽しいし、見てて飽あきないから、かな？」

　なに──!?

「飽きないっていうことですか!?」

　どうせ、オレはドジばっかしてるよ！　まったく、ムカツクなぁ…。

　オレは唇くちびるを尖とがらせて、要先輩を睨にらんだ。

「そのまんまの意味だよ」

　要先輩は本当に楽しそうに笑った。

「……!!」

　う……まあ…、そんな顔を見せてくれるんだったら、許してやるか。

　隣となりの水槽では、銀色の大群が泳いでいた。

「…マイワシ？」

「今、食えるのか、とか思っただろ」

「ええ!?　そんなこと考えてませんよ!!」

「顔に書いてあったぞ」

　要先輩はニヤリと笑う。

「書いてません！」

　失礼だなぁ。まったく、もう。

　でも、そんなに楽しそうだと、ムカつくのもバカバカしくなってくる。

「あ、ほら。あっち、人少ないですよっ」

　話題を変えて、繫いだ手を引っ張った。要先輩の顔を見上げると、オレのほうをじっと見ていた。　>>>♥

　オレじゃなくて、魚を見てよ……。そんなにオレ、見てて飽きないキャラなわけ？

　顔が赤くなったけど、薄暗い照明のお陰で気付かれなくてすんだみたいだった。

「先輩、こっち！」

　気き恥はずかしさを振ふり切るように、テンションを上げる。

　手を引っ張って見にきたのは円形の柱みたいな大きな水槽。この水槽を取り巻くように螺ら旋せんを描えがいて、なだらかに通路が下っているのだ。

　この中には色んな種類の魚たちが、一緒に泳いでいた。

　ジンベエザメとかエイとかカメとか。マンボウは、クッション代わりの網あみに激げき突とつしては跳はね返っている。

「あはは、かわいいね」

「誰かみたいだな」

　要先輩はぼそりと云いう。

「誰みたいって云いたいんですか…？」

　じろりと睨み付けると、要先輩は視線を反らした。

「いや、別に」

　ホントにオレは要先輩の中でどういう風に思われてるんだ？

　円形の水槽の通路を挟はさんで反対側にも水槽がたくさん並んでいた。

「あー！　ペンギン!!」

　そこには三種類くらいのペンギンがたくさんいた。寝ねてたり、泳いでたり、中には追いかけっこをしてる奴やつらもいる。えーと、あの頭の毛が立ってるのが、イワトビペンギンだっけ？

「あっ、ちっちゃいのがいる！」

　生まれたばっかりってくらい小さなサイズのペンギンがいた。毛がまだふわふわしてて、ぬいぐるみみたい。親に寄り添そって、遊んでいる。

「こっちのほうが、夏哉に似てるな？」

　さっきのマンボウと比べているらしい。いい加減、その思考から逸それてってば！

「オレ、あんなんじゃないですよっ」

「顔じゃなくて、行動。───ほら」

「あッ」

　そう云われた矢先、ガラスの向こうの子ペンギンは親ペンギンにぶつかって跳ね返って転んでいた。

「な、似てるだろ？」

「似てませんっ!!」

　断固として否定した。だって、人にぶつかったのってここんところ、要先輩以外にいないし。

　それも、たまたま、偶ぐう然ぜんなんだって。

　そう云おうと思って、隣にいる要先輩を見上げた。

　───ドキン。

　また、オレのこと見てる。見守るような、優し気な瞳ひとみの色。

「……誘ってよかった」

「───え？」

　要先輩はオレのほうを見つめながらそんなことを云い出した。

「学校だと、裕人がいるから二人になれないだろ？　この間は邪じや魔まが入ったし、一度ゆっくり会いたかったんだ」

「それって……」

「一昨日の電話で、なんか気乗りしてないみたいだったろ。だからちょっと不安だったんだ」

「あの時は───」

　裕人先輩の言葉にショックを受けていたから。今もまだ、複雑な心境だけど。

「来てくれて、嬉うれしかった」

　そうやって、期待させないでよ。

　オレは複雑な気分で、首を縦に振った。







　暗くら闇やみの通路を抜ぬけると、半円形の光が見える。出口みたいだ。

　長かったような、短かったような。

　もう、終っちゃうのかと思うと淋さびしい気持ちにもなる。

　出口の正面は、お土産みやげショップだった。

　さすが、観光スポットなだけあって、商しよう魂こんたくましい。

「見てくか？」

「うんっ」

　少しでも長く一いつ緒しよにいたいから。

　淋しいなんて、思ってることをおくびにも出さずはしゃいで見せた。

　ショップの中は、可愛かわいらしいファンシーなもので埋うめ尽つくされている。

　普ふ段だん、あまり縁えんのない空間だけあって、めずらしくって仕方がない。

「あ、これ」

　さっきのペンギンだ。

　実物大の大きさのぬいぐるみが整列している。

　絶対、似てないと思うんだけどな、オレ。

「欲しいのか？」

「え？　別に欲しくはないですけど…」

　ちょっと、気になっただけ。要先輩が似てるとか云うからいけないんだよ！

「何にも買わないのか？」

「うーん、いいですよ。ウチに買ってってもしょうがないし」

　お菓か子しとか買っても、結局残っちゃって捨てる羽目になるのは勿もつ体たい無ないし。

「───ちょっと、待ってろ」

　要先輩は、そう云い置いてレジへと向かった。

　何、買ったんだろう？　裕人先輩とかにお土産かな？　あ、でも、内ない緒しよって云ってたしな。

　ずっと一緒にいたはずなのに、要先輩が何か選んでたなんて、全然気が付かなかった。

　要先輩は、レジで小さな紙かみ袋ぶくろを受け取り、こっちに戻もどってきた。

「ほら」

「ありがとうございます…？　これ、なんですか？」

「やるよ。家帰ってから開けろよ？」

「今じゃダメなんですか？」

「ダメ」

「はあ…」

　オレは、不ふ審しんに思いながらもその袋を大事にカバンにしまいこんだ。

「じゃ、なんか食いに行くか？」

「はい」

　まだ、要先輩と一緒にいられるんだと思ったら嬉しくなった。小走りで、先に歩き出した要先輩の隣となりに並ぶ。

　……今さら気付いたけど、周りはカップルだらけじゃん。

　ひゃー、ずっと手ぇ繫つないでたよ……。オレたちも、カップルみたいに見えたかな。

　それとも……。やっぱり兄弟？

「ああもうっ、ダメだったら！」

　どうしても悪い方向に考える頭をコツンと叩たたいて反省させる。こういうときくらい、浮うかれてもいいよね？

「何してんだ？　夏哉」

「何でもないですっ。それより、何食べましょうか？」

　オレは、要先せん輩ぱいににっこりと微笑ほほえみかけた。










「今日は付き合わせて悪かったな」

　一人で帰れるというのを、ムリヤリ家まで送られた。

「いえ、オレも楽しかったですし。…あの、寄っていきませんか？　母さんいないけど、お茶くらいなら出せますよ」

　オレはすぐに去ろうとする要先輩を引き止める。

　もっと、一緒にいたいっていうのもあったけど、そのまま帰すのも申し訳なく思ったから。

「いいよ、寮りようで飯食うって云いってあるから。───それより、また二人で出で掛かけないか？」

　オレを中に入れると、要先輩はオレの胸までの門に両りよう腕うでを乗せ、体を乗り出してきた。

「は、はい」

「なんだよ、もう嫌いやか？」

「ちっ、違ちがいます！　違うけど……他の人とか」

　布ふ施せとか、剣けん道どう部の付き合いとかもあるんじゃないのかな？

「……俺おれは夏哉がいいんだよ。お前はそうじゃないのか？」

　ちょっと拗すねた表情を浮かべる。

「ええっと───」

　やっぱりわからない。要先輩にとって、オレは一体何なの？───喉のどまで出かかって、そこから先には出てこない。思わず俯うつむいてしまう。

「やっぱ、帰したくないな」

「はい？」

　要先輩の今いま更さらな台詞せりふに、顔を上げる。家まで送っておいて、それはないよ。

「!!」

　首の後に要先輩の手の感かん触しよくがしたかと思ったら、素早く引き寄せられてしまった。

　柔やわらかく、唇くちびるを塞ふさいでいるものは要先輩のそれ。

　オレは驚おどろきに、目を見開いてしまった。

　───これって、夢？

　要先輩が、オレにキスしてる。

　しかも、今度は事故なんかじゃない。

　触ふれるだけのキスなのに、指先まで痺しびれた。目を閉じると、その感触がよりリアルになる。

　柔らかく、包まれるような口づけは、オレから判断力を奪うばっていった。

　触れていたのは、何秒だったんだろう？　もしかしたら、一いつ瞬しゆんの出来事だったのかもしれないけど、オレには、とてつもなく長く感じられた。

　オレはゆっくりと離はなれていく唇を目線で追う。

　要先輩の形のいい唇。離れる瞬しゆん間かん、かかる吐と息いきにぞくりとした。

「帰したく、ないよ」

「せ……先輩…？」

　オレはぼうっとなってる頭で、必死に言葉を紡つむぐ。

「黙だまって」

「要せんぱ…」

　再び、訪れたキスは瞳ひとみを閉じて受け入れた。

　要先輩の唇って柔らかい。舌で唇の合わせをなぞられると、ぞわりと体が震ふるえた。

「ん……っ」

　心なしか強引に首の付け根を押おさえられ、角度をずらして合わされた唇をより深く吸われる。

　キスって指先まで痺れるんだ。で、でも、苦しいかも……。

　ぴりぴりとする指先で、要先輩のシャツをぎゅっと握にぎりこんだ。

「ふ……ぁ…」

　束の間、唇が離れた瞬間浅く息を吸いこんだ。

　まさか、それと一いつ緒しよに先輩の舌が入りこんでくるなんて思わなくて。

「…んんっ」

　うわー、マジで!?　これって、ベロチューじゃん。

　こんなのしたことないのに!!

　独特の質感に、息を飲んだ。

「…んんっ……」

　ざらついた表面が擦こすれる度に、背筋に電流が流れる。

　絡からみつく舌から逃のがれようとするが、すぐに追い詰つめられた。

　優しく上うわ顎あごをなぞる感触がくすぐったかった。

　ドキドキっていうより頭の中がぼぅっとして、何も考えられない。

「……あ……」

　唇が解放されると同時に、目を開けると、すぐそばに斜ななめに傾かしいだ先輩の顔があった。

「要先輩……」

　試合の時でも、見れないくらいの真しん剣けんな表情。

　オレはしばらく、ぼんやりとその顔を見つめていた。







「あら？　お友達？」

「か、母さん!!」

　母親が帰ってきた。声を掛かけられて、ようやく我に返る。

　すっかり忘れてたけど、ここって家の玄げん関かんじゃん！

　あああああんなことしちゃったけど、誰だれかに見られてたりしたら、どうすればいいんだよ!?

　まさか、母さん見てなかったよね??

「はじめまして。橘たちばなです」

　要先輩はというと、飄ひよう々ひようとした顔で挨あい拶さつなんかしてる。

　なんで、そんな涼すずしい顔してられるんだ。

「橘くん？　背、大きいわねえ。夏哉と同じ一年生？」

「いえ、俺は三年です」

「やっぱり。夏哉がいつもお世話になってるんじゃない？」

「そんなことないですよ」

　さっき、あんなことをしていたなんて想像もできないほど、平然とした顔で母さんと会話している。

「もう、こんな時間だし、家でご飯食べていかない？」

「お言葉に甘あまえたいところですが、俺は寮りようなんで」

「あら、そうなの。大変ねえ。じゃあ、また今度いらっしゃいね」

「そうさせてもらいます」

　母さんは、要先輩の返事に満足したのか、夕食の準備に家の中に入っていった。

　あの人もミーハーなところがあるからな。

　きっと、要先輩みたいなタイプには弱いに決まってる。

「そっくりだな」

「───よく、云いわれます。って、そうじゃなくて！」

「ん？」

「こ、こ、こんなところであんなっ……」

　あんな───キス。

　今いま更さらながらに、顔が熱くなる。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰も見てなかったよ」

「どこに、そんな証しよう拠こがあって！」

「俺おれを信じろって。じゃあ、また明日」

「先輩っ!!」

　全く。何を考えてるのか全然わかんない。

　夕陽が一面をオレンジ色に染めている。

　さっき触ふれられた唇くちびるを人差し指でなぞりながら、坂を下る背中を見送った。







「先輩のバカっ」

　オレは自分の部屋に入ると、カバンを放り投げてドアの前にしゃがみこんだ。

「……………」

　要先輩は、オレのことどう思ってるんだろう。

　多分、可愛かわいがってくれてるとは思う。でも、それがどういうスタンスでなのかがわからない。

　優しくしてくれるけど、からかわれたりもする。

　さっきは……、キスされた。

　……………………。

　そうだよっ。さっき、要先せん輩ぱいとキスしちゃったんだ!!

　事故じゃない、本当のキス。

　思い出したら、顔が熱くなってきた。

　親愛のそれとは違ちがう濃のう厚こうなキス。あれは、恋こい人びと同士のキスだよね？

「わ～～～～!!」

　急に恥はずかしくなって、オレは大声を上げた。

　だって、オレ、自分から目ぇ瞑つぶっちゃったよ!!

　唇に残る感かん触しよくが、まだリアルに思い出せる。

「……先輩のバカ」

　なんで、あんなキスしたんだろう。

　心臓のバクバクが全然治まらない。

　どう、責任取ってくれる気だよっ。

　オレは、『弟』なんじゃなかったの？　それとも、もしかして───。

　どんなに考えても、さっきのキスの意味がわからない。先輩って、めちゃめちゃモテるみたいだし、あんなの慣れてるのとか云わないよね？

「何なんだよ、もう…」

　でも、オレにとってあのキスは大事件そのもので。何でもない、なんて云えるわけないよ。

「要先輩のバカバカっ!!」

　オレは、頭を抱かかえて文句を云った。要先輩への恨うらみ言ごとはしばらく尽つきそうもない。

「……あ」

　そういえば、要先輩に何かもらったんだっけ。カバンを手た繰ぐり寄せ、可愛い柄がらの紙かみ袋ぶくろを取り出した。

　封ふうを開け、中を覗のぞきこむ。

「…もう、あの人は……」

　オレは、苦笑いしながらため息をついた。

　デフォルメされたペンギンのキーホルダー。もう！　どこがオレに似てるって云うんだよっ。

　こんな子こ供ども騙だましなもので、浮うかれちゃうあたり、オレも相当重じゆう症しようだよな。

　云ってやりたいことは、たくさんあったけど、オレはそのペンギンを大事に握にぎり締しめた。
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「夏哉。購こう買ばい行くけど、どうする？」

「あ！　オレも行く!!」

　昼休み、瑞希とともに購買へと向かった。

　今日はめずらしく弁当を作ってもらえなかったんだよね。

「…もう、混んでるよ」

　一階の端はしにある購買は昼休みだけの開店だ。当然、そこに群がる生徒たちは空腹に目の色を変えている。

　人ごみにげんなりしても、これでめげては、昼ご飯にはありつけない。

「しょうがないね、並ぼうか」

「うん」

　背の低いオレたちは、後から手を伸のばしてパンを取ったりもできないから、素す直なおに並ぶしかない。

　並んでるうちに、めぼしいものは粗あら方かたなくなっちゃうんだけど。やっぱ、背が低いって損だよなー。

「何食うんだ？」

「へ？」

　突とつ然ぜん、頭上から話しかけられた。

　首を仰のけ反ぞらせて見上げると、要先輩がいた。

「か、要先輩っ!?」

　水族館の日以来、二日ぶりの要先輩！

　待ってよ、まだ気持ちの整理してないんだから!!

　また、心臓がおかしくなってきた。

「取ってやるよ。手、届かないんだろ？」

　慌あわててるオレとは違って、要先輩はいつもの無表情。

　悪かったですねぇ、背がちっちゃくて。

　余計なお世話だ、とも思ったけれど、以前、要先輩に云いわれたことを思い出す。

『できないことは素直に頼たのむ』

　ちょっと悔くやしいけれど、確かにそうだよね。

「じゃ、じゃあ、ヤキソバパンとメロンパンとたまごサンド」

　オレも遠えん慮りよがないよなぁ……。自分自身の図々しさに失笑してしまう。

「そっちのは？」

「え？　それなら、僕ぼくも同じで……」

　いきなり声をかけられて、瑞希も驚おどろいていた。

　要先輩は、オレたちの分と自分の分であろうパンを取ると、ドサドサッと渡わたしてくれる。

「ありがとうございました」

　これは瑞希の声。

「そんだけで足りんのか？」

「はぁ……」

　要先輩の抱えている量に比べたら、僕たちの食欲なんて足元にも及およばない。

　ぼんやりしているオレたちを置いて、要先輩は会計をすませるとさっさと歩き出した。

「あ！　ちょっと……」

　お礼も云ってないのに。

「瑞希、オレのも買っといて！」

「うん、いいけど」

　取ってもらったパンを瑞希に預け、オレはすぐに要先輩を追いかけた。

「要先輩っ!!」

「ん？」

　呼びとめると、要先輩は鷹おう揚ような仕草で振ふり返った。

「あ、あのっ、ありがとうございましたっ」

　ぺこりと頭を下げる。

「ん？　ああ、別に気にすんなよ」

「今のだけじゃなくて、その……日曜日も……」

「あ…ああ」

　思い出して、照れてしまう。

　別れ際のキス。

　なんで、あんなことしたんだろう？　要先輩にはどうってことない事だったのかな。

　要先輩の顔を見てみても、表情は読めないし……。

　やっぱり、要先輩の顔って何考えてるかわかりにくいよ……。

　まるで、オレだけがやきもきしてるみたいで、なんだか悔しい。

「あの……」

「何？」

「えっと……」

　───要先輩にとって、オレって何なんですか？

　聞いてみたいけど、それと同じくらい聞きたくない。このまま、曖あい昧まいな関係でいるのが一番いいのかも、と思ったりもする。

「夏哉？」

「───やっぱり、いいです」

　胡う乱ろんな眼まな差ざしを向ける要先輩に、オレは笑って誤ご魔ま化かしてみた。

「要、カフェオレで良かったんだっけ？」

　ひ、裕人先輩！……ビックリした。

　向こうからタイミング良く、裕人先輩が現れた。

「…ああ、サンキュ」

「夏哉。こんなところで会うなんて珍めずらしいね」

　相変わらずの笑顔を向けてくれる。

「さっき、購こう買ばいで要先輩に会ったから…」

「そうなんだ。だから、一いつ緒しよにいるんだね。要、なかなか来ないと思ったら、そういうわけだったんだ」

　思わせぶりな視線を要先輩に送る。

「何だよ、それ」

　要先輩は眉まゆをひそめた。

「最近、要は夏哉のこと弟みたいに可愛かわいがってるもんな」

「裕人」

　と、要先せん輩ぱいは怖こわい顔を裕人先輩に向けた。

「夏哉、可愛いもんね」

　裕人先輩のにこやかな表情に反して、要先輩はますます険しい顔付きになる。

「それは……」

　威い圧あつするような眼差し。

　オレには、要先輩が図星を差されて気まずくなっているように見えた。

　そっか……。

　やっぱりオレは要先輩にとって『弟』みたいなものなのかな。

　この間のキスは、オレをからかっただけなんだ、きっと。

　要先輩、モテるっていうし。あんなキス、どうってことないんだ…。

　そう思うと、胸がちくりと痛んだ。

「ああ、そうだ。今日の放課後空いてる？────夏哉？」

　いきなり、話を振られたからオレに話しかけられてるってわからなかった。

　考え事をしはじめると、周りが目に入らなくなっちゃうんだよね…。

「あ、はい！」

「どうしたの？　ぼんやりして」

「ゴメンなさいっ。えと、今日、ですか？」

「うん」

「空いてますけど」

「よかった。掃そう除じが終ってからでいいから、温室に来て欲しいんだ」

　裕人先輩は、ふわりと笑う。

「温室？」

「うん、ちょっと時間とれるかな？　大事な話が、あるんだ」

「は、はい」

　一体、何だろう？　部活のことなのかな。

「今じゃ、ダメなんですか？」

「内ない緒しよ話ばなしだからね」

　裕人先輩はいたずらっぽく人差し指を唇くちびるに当てた。

　内緒話って、何だろう？　部活のことなら、内緒にする必要ないしなぁ。

「裕人、お前───」

「要だって、抜ぬけ駆がけしてるじゃないか？　文句を云いわれる筋合いはないと思うけど」

「っ……」

　抜け駆け？

「……何のことですか？」

「あ、ごめんごめん。なんでもないよ。それじゃあ、放課後にね」

　まだ、物云いたげな要先輩を引き摺ずるようにして、裕人先輩は去っていった。

「夏哉？　何ぼんやりしてるの？」

　オレの分の会計を済ませてきた瑞希が背中をつついた。

「あ。瑞希」

　ぼーっと廊ろう下かの向こうを見つめていたオレの顔の前で、瑞希が左右に手を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　魂たましい抜ぬけてるみたいだけど…」

「うん、ちょっと考え事してた」

「最近、よくぼーっとしてるけど悩なやみ事？」

「ううん、大丈夫」

　確かに瑞希に指し摘てきされてしまうくらい、近ちか頃ごろのオレはぼんやりすることが多くなっていた。

　それもこれも、原因はほとんど一つ。要先輩のことばっかなんだけど。

　でもやっぱ、オレって『弟』なんだ───と、さっきのやり取りで改めて思い知らされた。

　だったら、あのキスはどういう意味だったんだろう。

「夏哉？」

「早く、教室戻もどろう！　お腹空いたしねっ」

　瑞希は怪け訝げんな表情で、オレを見つめた。










　放課後───裕人先輩との約束の温室にやってきたんだけど、早すぎたみたい。

　裕人先輩、オレに話って何だろう？

「水みずやりでもしとこうかなー」

　裕人先輩が来るまでの間、暇ひまを持て余すのもなんだし。

「待たせたかな？」

「裕人先輩！」

　時間を潰つぶすまでもなく、裕人先輩はにっこりと笑って現れた。

「───温室もだいぶ、花盛りになってきたね」

「え？　ええ、そうですね」

　唐とう突とつな話題に、オレは一いつ瞬しゆん置いていかれた。

「夏哉のプランターはどう？」

「オレのですか？　蕾つぼみがついてるんで、そろそろ花が咲さくと思うんですけど」

「そっか。楽しみだね」

　裕人先輩は、そんなことを云いながら、奥おくへと歩いていく。

「あの……裕人先輩、話って……」

「僕ぼくのも、すぐに咲きそうなんだ」

「裕人先輩…？」

　前を歩いていた背中がぴたりと止まった。

「夏哉は、要が好きなの？」

「………は？」

　なんで裕人先輩が知ってるわけ!?　オレ、そんなに態度に出てた？

「別に反対するとか、そういうことじゃないよ」

「お…オレは……その…」

　要先輩のことは好きだ。好きだけど、裕人先輩には云えないよ。だって、要先輩にバレたら嫌きらわれちゃうかもしれないじゃないか。オレは──要先輩の『弟』なんだから。

「僕にはチャンスはないのかな？」

「チャンスって────」

「気付いてなかった？　僕は夏哉が好きなんだよ」

　裕人先輩が、オレを、好き？

　……………。

　ええええ～～!?

　いきなり、そんなことを云われても俄にわかには信じられなかった。

　目をまん丸くしていると、裕人先輩がふわりと微笑ほほえんだ。

「そんなに驚おどろかないでよ。けっこう、あからさまにしてるつもりだったんだけどな。だけど、最近、要と仲良いみたいだから、焦あせってね」

　そんな……。

「オレ…裕人先輩に憧あこがれてるけど……」

　好きとか、そういうことを考えたことがなかった。

「僕じゃ、役不足？」

「役不足だなんて、そんなこと………」

　そういった類の対象として見たことがなかった───そう伝えようと思ったのに。

「僕と、付き合ってみようよ」

　ね？　と非の打ち所のない笑顔で云いわれ、そして突とつ然ぜん───キスされた。

　う、噓うそ────!?

　何？　何で!?

　唐突な行動に、抵てい抗こうする隙すきもなくて。

「っ…!!」

　抱だきしめられるようにして、押おさえこまれる。

「……ふっ」

　強引に歯列を割られ舌先が口内に押し入ってきた。ムリヤリ舌を絡からめ取られ、きつく吸われた。

　裕人先輩!?　なんで、こんなこと……!!

　目め尻じりにじわりと涙なみだが浮うかんだ。

　尊敬する先輩の豹ひよう変へんにオレは裏切られた気分だった。

　信じたくなんかないのに、この生々しい感かん触しよくは夢なんかじゃない。

「んんっ…」

　気持ち悪い。不快感に冷ひや汗あせが吹ふき出してくる。

　僅わずかに拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、逃にげようとしたけど、それも敵かなわなかった。

「離はなして…っ」

　じたばたと暴れると、今度は後から抱き竦すくめられ、首筋に生暖かい吐と息いきが掛かかる。

「夏哉、大人おとなしくして」

「ヤダっ…、やめ……!!」

　片かた腕うでで押さえつけられ、制服のシャツを開かれていく。

　隙すき間まから手を入れられて、無造作に肌はだを撫なで回された。

「や…ぁっ、触さわるな…っ」

　どんなにもがいても、その腕うではオレを離してくれはしなかった。

「素直に僕に任せてよ。悪いようにはしないからね」

「何を…、…ぁ…」

　いつもの優しい声音が、今はとてつもなく怖こわい。

　どうしちゃったんだよ、裕人先せん輩ぱい───。

「やめ…っ」

　先輩の指が胸の突とつ起きに触ふれた。

「っあ！」

　何、この声……？　今、オレ────。

「ここ、感じるんだ？」

「……っ、違ちが……」

「違わないだろう？　ほら、固くなってきた」

　裕人先輩は、嬉うれしそうに告げた。

「ぁ…、んんっ、や…噓、違…」

　今まで知り得なかった感覚に、云いようもない不安を感じる。

　小さな出っ張りを指先で捏こねられると、体が勝手にびくりと跳はねた。

「───っ！」

　───噓…!?

　好きでもない相手に触られてこんなになるなんて、オレは自分の体の反応に驚いた。

　込み上げる吐はき気けに、抵抗するにも力が入らない。

「僕ぼくに任せてくれる気になった？」

　いつのまにか寛くつろげられていた制服のズボンに手が差しこまれる。

「っあ！　止め…！」

「ダメだよ、夏哉。もう、こんなにしてるじゃないか」

「…っ!!」

　内うち腿ももを撫で上げられ、その付け根を下着の上からやんわりと触られる。

　ゆっくりと力を込められていく生々しさに、思わず目を瞑つぶった。　>>>♥

「こんなに感じてくれたんだ？」

　裕人先輩の指が、中心の形をなぞり上げる。

「違…っ、そんなっ……」

　啄ついばむように耳みみ朶たぶにキスをされ、くすりと耳元で笑われて羞しゆう恥ち心しんが込み上げてきた。

　なんで、こんなことされなくちゃいけないんだよ……!!

　柔やわらかく揉もみしだかれると、体内に熱が籠こもり、下腹部に重みが増した。

「…んんっ、や…っ」

　体がもう、云う事を聞いてくれない。

「夏哉」

　裕人先輩は、オレの下着の中へ手を侵しん入にゆうさせた。




　────ヤダっ。要先輩…っ!!




　無意識に心の中で助けを求めた瞬間────。

「裕人っ、てめぇ!!」

　それこそ、願望が聞かせた幻げん聴ちようみたいに要先輩の声が聞こえた。

「!!」

　要先輩!?　噓うそ。本当に？

　本当に要先輩が来てくれるなんて……。

　驚おどろきで拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、オレは裕人先輩の中から抜ぬけ出した。よろめきながら、後退さる。

　あられもない格かつ好こうになっている自分に気が付き、シャツの前を搔かき合わせた。

　次の瞬間、いつになく、怒いかりを露あらわにした要先輩が裕人先輩を殴なぐりつけた。

「……っ!!」

　殴られた裕人先輩はどうにか立っていたが、眼鏡めがねがどこかに飛んでしまっていた。

　フレームで傷ついたのか、顔に赤い線が走っている。

　要先輩が裕人先輩を殴るなんて────。

　ブレーキのきかない要先輩は、裕人先輩を殺しそうな勢いだった。

　胸倉を摑つかんで、もう一度殴る。今度は、裕人先輩の体は地面に吹ふっ飛んだ。

「やめてよ、要先輩っ！」

　もしも、人を殴ったなんて学校側にバレたら、部活だってできなくなる。

　オレのせいでそんなことになるなんて、絶対に嫌いやだ。

「夏哉……？」

　要先輩が自分のことみたいに痛々しい顔をする。その視線に、益々胸が締しめ付けられた。

「オレは……」

　頰ほおに暖かいものが伝ってきた。

「夏哉」

　なんで、そんな目で見るんだよっ。

　全てを見み透すかすようなその色に見つめられているのは、切なくて哀かなしくて、どうしようもなかった。

　オレのバカ!!　なんで、泣くんだよっ。なんで、止まらないんだよ…っ！

　溢あふれ出てきた涙なみだを止められなくて、手ての甲こうで思い切り擦こすった。

　しゃくりあげてしまいそうな自分をどうすることもできない。

「夏哉っ!!」

　そして、オレは最終手段を取った。

　何の問題も片付いてはいないけど、その場から逃にげ出す以外にどうすることもできなかったから。

　尊敬する裕人先輩にあんなことをされて、要先輩に見られてしまった。

　助けて欲しいと願ったけれど、一番見られたくない相手も要先輩だったのに。

　そういえば、要先輩には情けないとこばっか見られてる。初めて会ったときだって、そうだ。

　きっと、軽けい蔑べつしたよね。

　そう思うと、身が千切れそうな思いがした。










　温室を飛び出してからは、がむしゃらに走った。

　何度も絡からみそうになる足を叱しつ咤たして、一心不乱に走り続けた。

　あの場所から、少しでも早く遠ざかりたくて。

　乱れたままの制服が、今の自分を表してるみたいで、居た堪たまれなかった。

　まだ、あの手の感かん触しよくが残っている。

　でも、裕人先輩にされたことよりも、要先輩に見られてしまった事が、辛つらかった。




　───なんで、あんなこと……!!




「夏哉!!」

「!?」

　後から、要先輩の声が聞こえた。

　なんで？　なんで追いかけてくるの？

「逃げるなよ！」

　声が近付いてくる。

　ヤダ、来ないでってば！

　必死に走ったけど、体育会系の足に敵うはずもない。

　やがて、追いついた要先輩に腕うでを取られてしまった。

「痛ッ！」

　強引に振ふり向かされる。要先輩は、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような瞳ひとみの色をしていた。

「なんで、逃げるんだよっ!!」

「イヤっ、離はなして───っ！」

　制服の前は乱れ、ボタンもいくつかなくなっている。ズボンのウエストは、まだ緩ゆるんだままだったし、みっともないことこの上ない。

　まだ涙だって止まってない。

　こんな姿、見られたくなんかないのに。

　好きな人になんか、あんなところ見られたくなかったのに。

　要先輩の手を振り払はらって、もう一度走り出そうとしたけれど、芝生しばふに足を取られて転んでしまった。

　その時初めて、裏庭の奥おくへ来てしまったことを知った。

「………っ」

　あまりに滑こつ稽けいな自分が情けない。

「───あいつに何された!?」

「!!」

　肩かたを摑つかまれて、要先輩のほうを向かされる。

「云いえよ──あいつに、何された」

　怖こわいよ、要先輩。

　威い圧あつするような物言いにびくりと体が竦すくんだ。

「泣くくらい嫌いやなことされたんだろ!?」

　違ちがう。

　泣いたのは、裕人先せん輩ぱいのせいじゃない。

　あんなところ、要先輩に見られたからだよ!!

「夏哉！」

「───もう、一人にして下さい」

「こんな状態で一人にできるか」

　要先輩は、オレの手首を摑んだ。指が食い込むほどの力で。

「…放っておいて」

　お願い、一人にして。

「夏哉？」

「もう、いいでしょう!?　さっきの状じよう況きようを見れば、何されてたかくらいわかんないですか!?」

　お願いだから、見ないでよ。

「なつ──」

　もう、イヤだ────。

「先輩には関係ないっ!!」

　俯うつむいたまま、一気に言葉を吐はき出した。

「!!」

　次の瞬しゆん間かん、要先輩の手で力ずくで上を向かされた。

「や……っ!?」

　嚙かみつくように荒あら々あらしくキスされる。

　口の中に強引に要先輩の舌が入ってきた。

　なんで…？　なんで、こんなことするの!?

「……ぁっ」

　優しくもなんともないくちづけなのに、心臓を鷲わし摑づかみにされたみたいだった。

「ぁ……ふっ……」

　口こう腔こうを搔かき回まわされ、唾だ液えきが入り混じる。飲みきれず、顎あごに伝う感かん触しよくに、ようやくオレは我に返った。

　好きでもない裕人先輩の指に反応して、要先輩にキスされて悦よろこんでるなんて。

　オレってこんなにインランだったんだ…。

　物もの凄すごい自己嫌けん悪おに襲おそわれて、オレは反射的に要先輩を突つき飛ばした。

「てっ…！」

　その拍ひよう子しに、要先輩の唇くちびるを切ってしまったらしい。口くちの端はしに赤い滲しみができてる。

「あ……ごめんなさい」

　要先輩はその滲みを親指で拭ぬぐう。そして、冷たい目でオレを見た。

「───キス以上のこともされたんだろ？」

「!!」

　要先輩の言葉で思い出す。

　慌あわてて、シャツの前を搔き合わせたけど、恥はずかしさで消えてしまいたかった。

「…そんなに裕人のほうがいいのか？」

「え？」

　何云ってるの？　云ってる意味がわかんないよ。

「……やっ！」

　要先輩の手の届く位置にいたオレはあっさりと組み敷しかれた。

　下が柔やわらかい芝生しばふだったおかげで、あまり痛みは感じなかったけれど。

　見たことのないような、怖い顔がオレを見つめる。

「俺おれじゃダメなのかよっ!?」

　シャツを押おさえていた手をムリヤリ左右に開かれる。

「イヤ…っ」

「触さわられたんだろ？」

「えっ？　噓うそ、要せんぱ……」

　両りよう腕うでを片手で頭の上でまとめられ、もう一方の手で身体からだを弄いじられる。

　要先輩に触られるだけでゾクゾクとする奇き妙みような感覚が怖い。

「っあ！　ダメ、要先輩っ!!」

　首筋にキスされて、びくんと身体が跳はねる。嫌いやなわけじゃない───でも。

「ヤダ、やめてっ、触っちゃダメ───」

　オレは汚よごれてるから────。

　裕人先輩に触られた身体なんかに触ふれられたくなかった。

　力いっぱい暴れると、要先輩の動きが止まる。

「…そんなに嫌かよ」

「だって…っ」

「裕人には大人おとなしくしてただろ」

「ちがっ」

　抵てい抗こうしたのに。抵抗したけど、逃のがれられなかったんだ。

　それが大人しくしてるように見えたなんて……。

　情けなくて、悔くやしくて、言葉が喉のどに詰つまった。

　黙だまりこんだオレを見て、要先輩はちっと舌打ちを一つすると、オレの身体をさっきよりも乱暴に扱あつかいはじめた。

「───裕人なんかに、渡わたすかよ」

　───え？

「んんっ」

「ここ、舐なめられてたよな？」

　そういって、耳じ殻かくを舐め上げられた。

「あっ……」

　耳の中に舌を差し込まれると、ぴちゃぴちゃと濡ぬれた音がすぐそばで聞こえる。

　要先輩の手はオレの薄うすい胸を往復しながら、ぷつんと立った小さな突とつ起きを時々指先に掠かすめる。

「ぃやっ、そこ……っ」

　ヘンな感じがする。

「そこが、なに？」

　執しつ拗ように、要先輩は耳元で意地悪く聞いてくる。

「触んないで…っ、やぁっ」

　そう云いった途と端たん、その部分に暖かい濡れた感触がした。

　ヤダ、うそっ。舐めてるの!?

　舌で捏こねられて、軽く嚙かまれる。

「あっ、…ん、んんっ」

　弄られる度に、下腹部に熱い疼うずきが生まれた。

「尖とがってきた」

　そして、その疼きはどんどんと大きくなっていく。

「うそっ、なんで…、あ！」

　カリ、と強く歯を立てられ、びくりと身体が跳ねる。

　オレおかしい。やめてほしいはずなのに───？

　ゾクゾクして、カラダに力が入んない。

「…っつ！」

　緩ゆるめられたままのウエストから乱暴に手が差し込まれる。要先輩は躊躇ためらいもなく、オレの下着の中に手を入れた。

　反応しはじめている中心を直接強く握にぎりこまれ、オレは硬こう直ちよくする。

「いっ……ぁ…」

　要先輩───!?

　驚おどろきに萎なえるどころか、ますますオレの中心は熱く、固くなっていく。

「だ、ダメっ───あっ」

　オレはその動きから逃れようともがいてみた。けれど、それは逆効果にしかならなくて。

「まだ、逃にげる気でいるのか？」

「やぁっ、あ、んんっ」

　オレの形をなぞっていた指に力が入る。

　要先せん輩ぱいの無骨そうに見える大きな手が器用に動く。

　自分で処理するのとは大おお違ちがいだ。

「固くなってきた」

「かなめ…せんぱ、オレ……あッ」

　固い指の腹で、更さらに強く扱しごかれると、どうしていいかわからない。

　いっそ、このまま身を任せてしまいたい、なんて思ってしまう。

「感じてんだろ？　夏哉」

「───!!」

　…そうなんだけど。

　でも、裕人先輩に触さわられてるときは、あんなに気持ち悪かったのに。

　乱暴にされても要先輩だとこんなにも違うんだ。

「や…あ、あっ、ぁ…ん」

　オレ自身を包んだ手が上下に動くと、あっという間に息があがった。

　体内を熱の塊かたまりが渦うず巻まいているような、はじめての感覚。ちょっと触ふれられるだけで、皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。

　いつのまにか、下か肢しの衣服は取り去られて、シャツだけを羽織り、両足を押おし開かれたみっともない格かつ好こうをさせられている。

　なんで、オレこんな格好……!?

「要先輩っ、何する…っ」

　その犯人を睨にらんでみたけど、一言で黙らされた。

「…拒こばむな」

「あ─────」

　要先輩は、開いたオレの両りよう脚あしの間に顔を落とした。

　張り詰つめた中心をねっとりとした感かん触しよくが襲おそう。

「はぁっ、や…あ、あ…」

　要先輩は、オレ自身を指で支え、舐なめ上げているのだ。

　すぐには信じられなかった。だって、オレ、女のコとだってしたことないんだよ!?

　キスだって、要先輩が初めてだったのに。

「だめっ、汚きたないから離はなし……んっ」

　そんなとこ舐めないでよ…っ！

「汚くなんか、ない」

　要先輩が、オレ自身をすっぽりと口に含ふくんだ。

「やだっ！　んんっ」

　柔やわらかくざらついた舌が絡からみつく。

　オレは、要先輩の頭を引ひき剝はがそうと全力で押した。　>>>♥

　でも、オレ自身に纏まとわりつく先輩の巧たくみな舌の動きに、負けてしまう。

「…っやあ、ぅン」

　なんで、この人、こんなに上手うまいわけ？

　気持ちが良くて仕方がない。

　要先輩の口こう腔こうの熱さで、身体からだの中心から溶とかされてしまいそうな気がした。

「やだ…あぁっ、んぅ」

　どんどん、息が上がる。それと共に、淫みだらな声がオレの口から漏もれてしまう。

　甘あまったるい自分の声が、恥はずかしい。

「やぁっ……あ…イヤ…」

　ぴちゃぴちゃと濡ぬれた音が聞こえ、卑ひ猥わいな響ひびきに居た堪たまれない気持ちになる。

　自分の身体なのに。

　まるで、自分のものではないみたいになっていく。

「ぁ……んんっ」

　先せん端たんを舌で割られ、軽く嚙かまれる。

　その刺し激げきに下腹部にわだかまっていた熱が、出口を求めて暴れ回った。

「あっ！」

　瞬しゆん間かん、びくんと体が震ふるえる。

　ダメ、出ちゃうってば……っ！

「やぁっ…、あぁっ!!」

　それまでより強く吸われ、オレは我が慢まんできずにその熱を解放してしまった。

　荒あらく息をしながらも、その余よ韻いんに頭がぼうっとなる。

　強すぎた快感に、生理的な涙なみだが浮うかぶ。

　弛し緩かんした体をどうにか起こし、謝ろうと要先せん輩ぱいを見ると───

「要先輩っ!?　なにを…」

　ウソ────!?

　ちょうど、嚥えん下かしているところを見てしまった。もちろん、たった今、オレが放ったものを。

　その行こう為いを信じることができなくて、涙で霞かすんだ視界を晴らすべく、目を擦こすってみたけど、夢でもなんでもなかった。

「まだ、終りじゃないからな」

　要先輩は、口くちの端はしについた白いものを手ての甲こうで拭ぬぐう。

　その仕草も、かっこいい…ってそんなこと考えてる場合じゃなくて！

「え…ええ!?」

　驚おどろきに呆ぼう然ぜんとしていると、更に深く脚あしを折り曲げられた。

　これでは、後の蕾つぼみまで見えてしまう。

　全てを露あらわにされたオレは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。恥ずかしいなんてもんじゃない。

「ちょっ、先輩!?　だめ、ヤダ…っ」

　言葉では文句を云いえても、あんなことをされたせいで全然、力が入んない。

「───カワイイな」

　そう云って、要先輩は内うち腿ももの付け根にキスをする。

　啄ついばむような軽い感触がくすぐったい。

「だ、だめ…」

「夏哉───」

　低く名前を呼ばれるだけで、甘い痺しびれが走る。

「ひゃっ」

　突とつ然ぜん、内腿の付け根のもっと奥おく、窄すぼまっている蕾の襞ひだを要先輩の舌が這はった。

　噓うそ!?　そんなとこっ。

　背中をぞわぞわしたものが走る。

「先輩っ、ダメ！　や…ぅン……」

「裕人には見せたのか？」

「何云って…っ、ああっ」

　見せるわけないじゃんか！　今だって、こんなに恥ずかしいのに……。

「それなら、俺おれがはじめてだよな」

「え？　なに…、うぁっ……」

　入り口あたりを舐なめられていたが、その滑すべった質感は内部にまで入りこんできた。

　何これ…っ？　ウソ───!!

　窄まった部分を指で押おし広げられ、固く尖とがらせた舌先が差し込まれている。

「ふ…ぁっ、やぁ…」

　き、気持ち悪いかも……。

　でも、それは正しい表現じゃない気がする。なんでかって、嫌けん悪お感かんは微み塵じんもないからだ。

　身体の奥からぞわりとした感覚が広がっていく。

「んーっ、…ひっ、ぁあ！」

　濡れた舌を何度も抜ぬき差しされて、声が上擦る。

　だんだんと、気持ち悪さは消え、違ちがった感覚が込み上げてきた。甘い疼うずきが、その器官の奥で脈打ちはじめる。

「ん…あ、あっ…」

　一度達したというのに、オレ自身はまた立ち上がってくる。

　オレ、どうなっちゃうんだろう？　あんなとこ舐められて、こんなになっちゃうなんて…。

　舌が抜かれ、濡れた蕾に指が触さわる。

　え？　なに？

「あぁっ…!!」

　これって、要先輩の指!?

　関節の太い指が奥まで入りこんでくる。入り口が湿しめっていたせいで、そんなに痛みもなく受け入れてしまった。

「あぁ……っ！」

「そんなに締しめるなよ」

「んぅ……何……？」

　中で指を挫くじかれ、内ない壁へきを引っ搔かかれる。

「っあ!!」

　何かを探すように動く指先が、ある一点を通りすぎたとき、不意に高い声が上がった。

　それと同時に、背中が弓形に撓しなる。

「ここ？」

　要先せん輩ぱいは確かめるように聞いてくる。

　ここ、とか云われてもわかんないよ！

「やぁんっ！」

　オレが一層高い声を上げてしまった個所を強く押された。

　それまでとは比べ物にならないくらいの快感が襲おそう。

「そこ、なんかヘン……っ」

　他を弄いじられるよりも、もっとオレをおかしくする。

　云い様もない感覚に、オレは泣きたくなった。

「もう一本入るな」

「え？」

　何を？　そう聞こうと思ったのに、その前に中を弄る指が増やされた。

「ひぁっ…！」

　太い指で狭せまい器官を広げられる。

「キツ……、も、や…っ」

「まだ、大だい丈じよう夫ぶだろ」

「だいじょぶじゃ…な…っ、あ……ぅ、んん！」

　何度も出し入れされると、入り口付近がジンと痺れてくる。

　はじめはキツかったのに、だんだんその圧あつ迫ぱくにも慣れてきてしまった。

「あ…、ぁ…はっ…」

　好きな人に求められて、嬉うれしくないわけない。

　要先輩の手が気持ちいいせいもあるけど。

　初めは無理に組み敷しかれたはずなのに、すでに抵てい抗こうらしい抵抗はできなくなっていた。

「ぅん、…あ、んっ…」

「なつや…」

「……先輩？」

　胸を上下させて喘あえいでいると、突とつ然ぜん目の前が翳かげった。

　体内を出入りしていた指はあっさりと抜き取られる。

「……あ……」

　喪そう失しつ感かんを感じてしまい、オレは戸と惑まどいを覚えた。

「もう、平気だな？」

「せんぱい…？」

　平気って、何が…？

　要先輩、何云いってるの？

「ね、先輩、なに……」

「力抜ぬいてろ」

　腰こしを両手で摑つかまれ、がっちりと支えられていた。さっきまで、搔き回されていた後の蕾つぼみに、張り詰つめた生々しい熱を感じる。

「え？」

　もしかして、これって……。

　要先輩の体勢から、当てられているものの正体がわかった。それは、怖こわいくらいに猛たけっている。

「やだっ、怖いっ、いやぁ…っ!!」

　押おし当てられている欲望に貫つらぬかれようとしていることを瞬しゆん時じに察し、オレは怯おびえまくった。

　好きでもなんでも、怖いものは怖いんだってば！

　本来、異物を受け入れるための器官ではないところに、そんなものが入るわけないよっ！

「怖くない。大丈夫だ」

「うそ、イヤっ、やだってば…!!」

　オレは怖くて、必死に要先輩にすがりついた。

　要先輩は暴れ出したオレを宥なだめすかしてゆっくりと体内に身体からだを進めていく。

　やだっ、そんなの全部入れられたら壊こわれちゃうよっ。

「んーっ！」

　さっき解ほぐされたばかりの入り口は、思ったよりも簡単に要先輩を飲みこんだ。

　それでも、痛みがないわけではない。ちょっと入っただけなのに、引き裂さかれたかと思うような苦痛を感じた。

　先せん端たんが入ったところで、動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「せんぱい…？」

　ぎゅっと瞑つぶった眼を恐こわ々ごわ開くと、目の前に、要先輩の漆しつ黒こくの瞳ひとみがあった。

「深呼吸して」

　深呼吸？

　云われるがままに、深く息を吸ってゆっくりと息を吐はく。その間、要先輩はオレの背中を撫なでてくれていた。

　もう一度深呼吸をした瞬しゆん間かん、物もの凄すごい熱さがオレの身体を引き裂き、要先輩が奥おくまで埋うめこまれた。

「────!!」

　……本当に入っちゃった。今、オレの中に要先輩がいるんだ。

　どくどくと脈打つそれは、過か剰じようなほど自己主張をしている。

　スゴイ、熱い。

　その熱いものが動きはじめた。

「いっ……!!」

　あまりの痛みに、声さえ出ない。

　その圧あつ迫ぱく感かんが生む痛みを耐たえようと唇くちびるを嚙かみ締しめると、ムリヤリ口を抉こじ開けられた。

「嚙むな、バカ」

「…ふ…っ」

　再び、深く口付けられ、オレは、要先輩にしがみついてそれを受け入れる。　>>>♥

　口こう腔こうを犯されながら、腰を突つき上げられた。

「んんっ、ンぅ…」

　唇が離はなれると、溶とけ合った唾だ液えきが糸をひく。

「ああっ、あっ、んっ……、もうやだぁっ」

　内ない壁へきを擦こすられて、痛みより強すぎる快感が襲おそった。

「くっ」

　耳元で要先輩の呻うめき声が聞こえた。

「…ぁ…っ」

　オレは、その声にすら反応してしまう。要先輩の声は鼓こ膜まくを伝わって、頭の中を痺しびれさせる。

　こんな自分、知らない。

　理性の欠片かけらすら残ってないみたい。

　繫つながった部分を揺ゆすられ、このまま溶け合ってしまうかと思った。

「やだっ、要先輩…っ！　やぁん、ぁあっ！」

　痛みと快感のせいで、意識が薄うすれていく。ただ、自分を追い詰める熱さだけを意識が追った。

　カラダが熱くてどうしようもない。

「夏哉、夏哉……」

　要先輩の表情を見ると、何かに耐えているような顔をしている。

　普ふ段だんが無表情な分、やけに色気を感じてドキリとした。

「やあぁっ───」

　より深く貫かれ、オレは二度目の絶頂を迎むかえた。

　白はく濁だくする意識の中、夢ゆめ現うつつに何度も名前を呼ばれた気がした────。










　───ここ、どこだろう？

　だんだん、意識がハッキリしてくる。

　白い、碁ご盤ばん目めの天てん井じようが見えて、ここが外ではないことはわかるけど…。

　そういえば、居心地がいい。このまま、寝ねちゃだめかなあ。

　また、うとうととしかけたとき、耳みみ触ざわりのいいバリトンが聞こえてきた。

「目が覚めたか？」

「……要先輩？」

　まだ、頭の中がぼんやりしている。

「その……平気か？」

「え？」

　平気…って、何が？

　そう聞こうとして身じろいだ瞬間、痛みが走った。

「いっ…」

　そうだ、さっき先輩と……。

　それでオレ、途と中ちゆうで意識がなくなっちゃったんだっけ。

　要先輩の指先を思い出したら、身体からだの奥がカッと熱くなった。

　やだ、オレってば、どうしちゃったんだよ!!

　恥はずかしくて、がばっと布団を頭からかぶった。

　あれ？　布団？　あ、そうか。ここ、保健室なんだ。

「───悪かった」

「せんぱ……い？」

　要先せん輩ぱいを見ようと身じろいだ瞬間、下半身に痛みが走る。

　先輩、なんでオレにあんなことしたんだろう？

「…………」

　そっと布団の隙すき間まから覗のぞき見た要先輩の顔は痛々しかった。

　なんで、そんな顔するの？

　オレよりも要先輩のほうが辛つらそうに見えるよ…。

「要先輩？」

　もう一度名前を呼んでみた。

　要先輩はオレの呼び掛かけに答えるように顔をこっちに向けた。

「……っ」

　それなのに。一いつ瞬しゆんだけ合った視線をふい、と思いきり逸そらされる。

「！」

　その態度にオレはさっくりと胸を傷付けられる。

　やっぱり、要先輩、後こう悔かいしてるんだ……。

　いくら鈍にぶいオレでも、そのくらいわかる。

　オレ、軽けい蔑べつされちゃったんだ。

『弟』なのに、オレが男に襲われたりなんかしたから。それで怒おこってあんなこと…。

　そうだよな。普ふ通つう、『弟』とエッチなんかしないもん。そんなことしちゃったら、後悔するに決まってる。

　先輩、オレのこと嫌きらいになったんだ。

　きっともう、以前のようには、笑ってくれない。

　やばい、泣きそう。

「……夏哉？」

　労いたわるような声音が、ますます涙るい腺せんを緩ゆるませる。

　一言でも発したら、涙なみだが零こぼれてしまいそうで怖こわかった。

　どうして、こんなことになっちゃったんだろう…？

　イタ。……きゅぅっと心臓が痛む。

　寝ね返がえりを打ち、要先輩に背中を向けた。

　目の奥おくが熱くなる。じわりと涙が滲にじむ目め尻じりをシーツに押おしつけた。

「…送っていくよ」

　歯切れの悪い要先輩の言葉。無理してるのが、ありありと分かってしまう。

「……」

「……家まで、歩けるか？」

　腫はれ物ものに触さわるような扱あつかいが、ますますオレを惨みじめにした。

　あれが夢だったらよかったのに。

　いっそあのまま、溶とけ合ってしまえればよかったのに───。




　オレはそんな夢見がちなことを考えていた。








８






　ううう…どうしよう……。

　授業も終り、掃そう除じ当番も無事終しゆう了りようしたというのに、オレはまだ教室にいた。

　温室を見に行きたいけど、窓から外を見たら温室に向かう裕人先輩の姿を見つけてしまったのだ。

　このまま行ったら、確実に出くわしてしまう。

　───絶対、二人きりにはなりたくない。

　オレのプランター、乾かわいてないといいんだけどなぁ。

　昨日休んだ理由は、微び熱ねつ。

　カラダがだるかったのもあるけど、肉体的にも精神的にもショックが大きかったらしく、そのせいで頭がショートしちゃったんだと思う。

　それに何より、先輩たちに会いたくなかった。

　特に要先輩には、どんな顔して会えばいいのかわからなかったせいもあるけど……。

　もう、以前のような関係には戻もどれない。

　二度とあの笑顔が見れない、そう思うとオレは切なさで胸がいっぱいだった。




「……つや、夏哉！」

「え？」

　帰り支度をして、窓際でぼーっとしているオレに瑞希が尋たずねてきた。

　そりゃ、こんなところでぼんやりしてたら、気になるよな。

「どうしたの？　まだ、具合悪い？　夏なつ風邪かぜは長引くから。無理しないほうがいいよ」

「ううん、そんなことないって」

　笑って取り繕つくろう。

「無理してたら、怒るよ？」

「してないってば」

「病み上がりなんだから、早めに帰りなよ？　僕ぼく、委員会行くけど…」

　瑞希は心配そうにオレを見る。

「平気だってば。ちょっと図書室寄ったら、帰るから」

　オレはにっこりと笑って、瑞希の肩かたを押した。

　瑞希は何か云いいたそうな顔をしていたけど、委員会の時間になってしまい、渋しぶ々しぶと教室から出ていった。

　───図書室か。

　とっさに云っちゃったけど、図書室で時間を潰つぶしてるのもいいかもしれない。五階の図書室からだと、温室だって見えるはず。

　しばらくしたら裕人先輩も帰るだろうし。

　それに、あそこだったら剣けん道どう部の道場も遠いから、要先輩に会う心配もないよね。

　……あの後、家まで送ってくれた先輩はずっと無言のままで。目を合わせようともしてくれなかった。

　オレがふらついたりすると、支えてはくれるんだけど、すぐに距きよ離りを取ろうとした。

　まるで、オレに触ふれるのを苦痛に思ってるみたいに。

　またあんな態度を取られたりしたら、オレ今度こそ絶対に耐たえられない…。

　───それなら、会わないままでいたほうがいい。

　オレは、そう思いながら図書室へ向かった。

　図書室は五階の半分を使った広さだ。

　ガラリとドアをスライドさせると、独特な紙とインクの匂においがし、静まり返った室内が、どことなく緊きん張ちよう感かんを誘さそう。

　放課後だというのに、人がいない。

　試験前くらいにならないと、ここでなんか勉強しないか…。

　そういえば、オレも授業の自習の時くらいしか来たことがないや。

　でも、貸し出しカウンターも無人てどういうこと？　司書の先生もサボりかよ。

　誰だれもいないほうが、オレは気楽だからいいけどさ。

「……あ」

　誰もいないと思ったのに、一番奥おくの机で突つっ伏ぷしている生徒がいることに気がついた。

　日当たりのいい窓際で、気持ち良さそうに眠ねむっている。

　何で、こんなとこで寝ねてるんだろう？

　オレは、そいつに興味を覚えてそっと近寄ってみた。

　何年生なのかな？

　……って。

「───要先せん輩ぱい」

　うっかり声に出してしまい、慌あわてて両手で自分の口を塞ふさいだ。

　口を押おさえたまま、しばらくじっとしていたけど、起きる気配は感じられなかった。

　恐おそる恐る両手を離はなし、もう一度寝ね顔がおを覗のぞきこむ。

　疲つかれてるのかな？

　ちょん、と腕うでをつついてみる。

　ちょっとやそっとじゃ、目を覚まさないことを確認したオレは、その場を離れがたくなった。

　いいよね、少しくらい傍そばにいても。

　音を立てないように、隣となりの椅い子すを引いて座る。

　なんか、無む邪じや気きな寝顔がかわいい。

　あ、睫まつげ長いんだ。切れ長の奥おく二ぶた重えの目だから、気付かなかった。

　すっと通った鼻筋とか、形のいい眉まゆは、羨うらやましいくらい男前。

　見てたら、またドキドキしてきた。

　……やっぱり、オレ、要先輩が好きなんだ。

　胸の痛みが涙るい腺せんを刺し激げきする。

　改めて、自分の気持ちを確認してしまい泣きたくなった。

　───なんで、こんなに好きになっちゃったんだろう？

　オレは、唇くちびるを嚙かみ締しめて涙なみだを堪こらえると、鼻の奥がツンとする。　>>>♥

　でもこんな機会、きっともうないだろうから。しっかり見ておこう。

　薄うすく開かれた窓から、そよ風が吹ふき込んできた。

　カーテンが揺ゆれて、要先輩の顔に光が当たる。

　要先輩は、眩まぶしそうに顔を歪ゆがませた。

　カーテン、ちゃんと閉めとこう。そう思って立ちあがり────。

「ぅわ！」

　座っていた椅子に足を引っ搔かけてしまった…。

　ぎゃー、オレのバカ！　こんなときまでドジらなくてもいいじゃんか!!

　椅子は重力に従って、当たり前のように倒たおれた。カコン、と鈍にぶい音がする。

　いくら床ゆかが絨じゆう毯たんとはいえ、音がしないわけがない。

「……ん…？」

　あちゃー…。やっぱ、起こしちゃったよ。

　オレは、覚かく悟ごを決めてごくりと唾つばを飲みこんだ。

「───要、先輩？」

　ゆっくりと目を覚ました要先輩は、切れ長の目を見開いてオレをじっと見た。

「夏哉…？　どうして、ここに…」

「起こしちゃって、すいません」

　オレは要先輩の質問には答えず、そう謝った。

　内心、心臓バクバクだけど、気付かれてないよな？

「先輩は？」

　何気ないふりを装って、倒した椅子を元に戻もどす。

「───部活のサボリだよ」

「寮りように帰らないんですか？」

「バカ、寮に帰ったら見つかるだろ」

「あ、そっか」

　何気ない会話ができるのが嬉うれしい。

「試合も終わったのに、練習なんてしてられるか」

　だけど、要先輩は頰ほお杖づえをついて、窓の方を向いてしまった。

　こっちに向けられた後頭部の髪かみが、風にさらさらと揺れる。

「……悪かったな」

「……あ」

　オレを見ようとはしてくれないから、要先輩が何を謝罪しているのかは、すぐにわかった。

　一昨日のあのこと。

「なあ…、裕人のこと、どう思ってるんだ？」

「え？」

　どうって……。

「お前、裕人のこと好きなんだろ？」

　要先輩の言葉が信じられなかった。

　何を云いい出すんだろう、この人は。表情が見えないことが、もどかしさを募つのらせる。

　要先輩は、ようやく頰杖を外し、オレのほうを向いた。

　でも決して、いつもみたいにオレの目を見ようとはしてくれない。

　どうして!?　もう、オレの顔なんか見たくないってこと!?

　そんなにオレのこと嫌きらいになったの？

「一昨日のことは、俺おれも忘れる。だから、夏哉も───」

　どうやって───？

「どうやって、忘れろって云うんだよ!!」

　敬語を使うことも忘れて、オレは声を荒あらげた。

「夏哉……だから、それは、」

「オレは！　要先輩が好きなのに……っ」

　衝しよう動どう的てきにまた、泣いてしまいそうになって、顔を両手で覆おおう。

　何で云っちゃったんだろう？　嫌われたくないから我が慢まんしてたのに。

　もうダメだ。今度こそ決定的に嫌われたよね…。

　───でもやっぱりオレ、『弟』なんかじゃいられないよ。

「夏哉、今なんて……」

「そんなこと、二度も云いたくないっ」

　顔を押おさえたまま、頭を振ふると、指の隙すき間まから要先輩の手が見えた。

　その手は、オレの手首を優しく摑つかみ、そっと顔から離はなしていく。

「───俺を好きだって、云った？」

　要先輩の喉のどが小さく鳴った。

　もしかして、先輩、緊きん張ちようしてる？

「…………」

「頼たのむから、もう一度云ってくれ」

　オレは、その真しん摯しな懇こん願がんに突つき動かされるように、唇くちびるを動かす。

「…好き」

　次の瞬しゆん間かん、壊こわれ物ものを抱だくように抱き締しめられた。ネクタイの結び目が額に当る。

「───俺も好きだ」

「───噓うそ」

「……夏哉のこと、好きなんだ」

「──信じない」

　とくとくと脈打つ鼓こ動どうが聞こえてしまいそうで怖こわい。

「信じてくれなくてもいい。…好きだよ、夏哉。初めて逢あったときから、ずっと好きだった」

　少し汗あせばんだシャツから、高めの体温と先輩の匂におい、それと早い脈みやく拍はくが伝わってきた。

　先輩の心臓も、ドキドキしてる。

「本当に……？」

　オレを抱き締めていた腕うでがゆっくりと解かれていく。

「俺が噓ついたことあるか？」

　間近で見つめられて、囁ささやかれる。吐と息いきが触ふれあう距きよ離りに身体からだの芯しんが震ふるえた。

「でも、裕人先輩が……」

「裕人がなんだって？」

　ちょっと怖い顔になった。

「要先輩がオレのこと、弟みたいって云ってたって……」

　要先輩は小さく舌打ちした。

「夏哉、俺はそんなこと云ってない」

「でも廊ろう下かで会ったときだって、要先輩、違ちがうって云ってくれなかった」

　黙だまったまま、気まずそうに怖い顔するばっかりで。

「…あの時は、裕人を牽けん制せいしてたんだ。あいつ、お前のこと狙ねらってたし」

「そんなの、わかんないよ」

「言葉が足りなかったのは謝る。…夏哉は、俺と裕人、どっち信じるんだ？」

　───そんなの決まってる。

　返事の代わり口を噤つぐんだ。魔ま法ほうにかかったみたいに、目ま蓋ぶたが自然に降りる。

　柔やわらかく口づけられる。触れた瞬間、甘あまい痺しびれが頭からつま先まで駆け抜ぬけていった。

　酸素を求め、緩ゆるく開いた隙間に要先せん輩ぱいの舌が入ってくる。

「…ぁ…ン、ふっ……」

　強く舌を吸われ、その後呼吸が解放された。

「夏哉の口の中、気持ちいい」

「え？…あっ」

　要先輩のキスのせいで、腰こしから下の力が、ずるずると床ゆかに座りこんでしまう。

「夏哉っ。…大だい丈じよう夫ぶか？」

　心配そうな、要先輩。

「あ、はい」

　もー、オレってばカッコ悪い……。

　キスで、腰が抜けちゃうなんて。

　絨じゆう毯たんの上にぺたりと座りこんでしまい、立ち上がることもできない。

「スマン、夏哉」

「要先輩？」

　何を謝ってるんだろう？

　要先輩は床に膝ひざをつき、オレの髪かみや瞼まぶたに小さなキスを降らせた。

　ちょっと、くすぐったい。

　さっきとは違ちがう甘さが、オレをうっとりとさせる。

「今、欲しい」

「え？」

　要先輩は、オレのネクタイを解ほどき、シャツのボタンを一つずつ外していった。

　…………ええっ？

　ほ、欲しいって、オレのこと……？

　徐じよ々じよに肌はだが晒さらされていくのに比例して、心臓の高鳴りが激しくなっていく。

　その手の動きを見ていられなくて、オレはぎゅっと目を瞑つぶる。

「……やっ」

　はだけたシャツの合間からそっと先輩の手が滑すべりこんできた。

「この間みたいにはしない。…優しくするから」

　先輩の指って固い。きっと、部活のせいだろう。

　シャツを開かれると直接空気が肌に触れる。

「綺き麗れいだよな、夏哉」

　瞳ひとみを固く閉じ、俯うつむいていたオレの顎あごに優しく指が添そえられた。自然な誘いざないで上を向かされる。

「あ……」

　反射的に目を開けると、目の前に斜ななめに傾かしいだ先輩の顔があった。その目には深い情欲が見える。

「要せんぱ…」

「黙って」

「ん……っ」

　再度、唇くちびるを奪うばわれる。

　首の付け根を押おさえられ、より深く吸われると鼻から抜けるような喘あえぎが漏もれた。

「…ぁ…」

　隙すき間まから要先輩の舌が入り、歯列をノックする。

　開けろってことなのかな。

　促うながされるがままにそれを受け入れると、あっという間にオレの舌は絡からめとられた。

「っん……、ふ…っ」

　先輩の舌って冷たい……？

　ちょっとだけ、オレより体温が低いのかもしれない。

　表面をざらりと舐なめられる感かん触しよくが気持ち良かった。

「…ぁ……ん」

　やがて、交じり合った唾だ液えきがくちゅくちゅと濡ぬれた音を響ひびかせる。

「あ………」

　先輩の唇が離はなれていった瞬しゆん間かん、名残なごり惜おしさについ追いすがってしまった。そんな自分のはしたなさに、羞しゆう恥ち心しんがこみ上げる。

「物足りない？」

「…………っ」

　耳元で囁ささやかれた言葉に、オレは耳まで赤くなったのがわかった。

「かわいいな、夏哉は」

　赤くなっているはずの耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみされる。唇で優しく食まれ、耳じ殻かくの形を確かめるように舐め上げられた。

　耳から全身に甘い痺れが走った。じんわりと体中が熱くなっていってる気がする。

「……ぁ…ヤダ…」

「何が嫌いやなんだ？」

　そう聞かれて、オレはわけもわからず答えた。

「オレ…おかしい……」

「夏哉が？」

「体が、なんかヘンになる……っ」

　あの時───ムリヤリ抱だかれたとき以上の体の変化が怖こわかった。

　ゆっくりと先輩の手で暴かれていくことによって、自分の体が自分のものではなくなってしまう気さえする。

「どんな風に、ヘンになるんだ？」

　オレの頭を押さえていた手は、知らぬ間に下降し、薄うすい胸に触ふれていた。

「……頭がぼぅっとなって…」

「うん」

　労いたわるような手の平の動きが気持ちいい。

「───背中がゾクゾクする」

　先輩の指が胸の突とつ起きに触れた。

「っあ！」

「ここ、感じるんだ？」

「…わ、わかんない」

「わかんない？」

　小さな出っ張りを指先で捏こねられると、体が勝手にびくりと跳はねた。

「───っ！」

　体内に熱が籠こもり、下腹部に重みが増す。

　そして、それ以上に心臓がきゅうっと締しめつけられるようだった。

　これが、感じるっていうことなのかな？

　全身で、要先輩の存在を探してる───そんな感じだった。

「ほら、もうこんなになってる」

「せんぱ…っ」

　軽く立てた足を割り、オレの中心をズボンの上から手で握にぎられる。

「俺おれのキスで感じた？　それとも手？」

「なっ……」

　先輩の意地悪な問いに、言葉が詰つまる。

「それとも両方？」

　オレ自身を握る手にグッと力が籠る。

「…………」

「ん？」

「………先輩なんか嫌きらい」

　思わず涙なみだがじわりと浮うかんだ。翻ほん弄ろうされっぱなしの自分が悔くやしくて、押おさえきれなかった。

「夏哉？」

「かっこいいし、優しいかと思えばすぐ意地悪するし…もう、オレ…」

　涙が止まんない。要先輩には最初っからカッコ悪いとこばっかり見られてる。

　オレがそんな泣き言を云いうと、眉まゆを寄せ、困った表情を浮かべた。

「…ゴメン、調子に乗ってた。泣くなよ、夏哉。俺が悪かったから」

「オレは、要先輩が初めてなのに……」

　先輩は唇くちびるでオレの濡れた頰ほおをぬぐう。

「ゴメン」

　そんな気き障ざったらしい仕草もかっこよくて、ムカついて、ドキドキした。

　涙を拭ぬぐい終えた先輩は、軽く啄ついばむように唇にキスをした。

「……しょっぱい」

　愚ぐ図ずる子供を宥なだめるようなキスは涙の味がした。

「そうだな」

　眩まぶしげに目を細めて笑う要先輩の顔。

　ますます心臓が痛みを訴うつたえたけど、甘あまくて幸せなものだった。

　先輩は苦笑しながら、呟つぶやく。

「俺も参った」

「え？」

「夏哉には敵かなわないってことだよ」

　先輩が、オレに敵わないなんてことがあるわけ？

　こんなにも、オレの中は先輩のことでいっぱいになってるのに。

　こんなにも、全身のベクトルが先せん輩ぱいのほうへ向かっているのに。

　好きで好きで大好きで、ちょっとだけ嫌い。

　こんなにも夢中にさせられてしまうことがすごく悔しい。

　でも、もしかしたら───。

「要先輩……？」

「ん？」

「……先輩も、オレのことでいっぱいになってる？」

　先輩はちょっとびっくりして、それから吹ふき出した。

「そんなの、最初っからだよ」

　そっと横たえられ、見下ろされる。

　横に並んでいるときの視線とは、なんとなく違ちがった。

　身体からだ全部に余すところなくキスが降り注がれる。

　際立つ感覚が次の行こう為いを期待してしまう。

　絡からむ指先すら、ぴりぴりと痺しびれを訴えた。

「あ…っ、せんぱ……」

「ずっと、好きだった」

　いつの間にか、ベルトは引きぬかれ、フロントが緩ゆるめられていた。

　ウエストから差し込まれた手が、下着の中に侵しん入にゆうする。

「やだっ…」

「逃にげるな」

　直に触さわられ、逃げ腰ごしになる体を押さえつけられる。

　閉じようとした足は、要先輩の足が邪じや魔まして動かせなかった。

「……っ！」

　今までの愛あい撫ぶで、すっかり形を変えてしまっている中心を柔やわらかく包まれた。

「……だ、め」

　恥はずかしさに、オレは両りよう腕うでで顔を覆おおった。

「俺おれのせいで、こんなになってるんだろ？…俺だって夏哉のせいで、こんなだ」

　先輩は、顔を覆っていたオレの手を自分の足の間に導いた。

「……あ」

　布越ごしでも伝わってくるほどに熱い。

「な、だから恥ずかしくないから。全部、俺に任せろ」

　無愛想な物言いが、逆にオレを安心させた。







「んっ、あ……」

　項うなじに掛かかる吐と息いきが熱い。

　どう宥なだめられても反射的に退いてしまうオレを要先輩は後向きに自分の足の間に座らせた。

　背中から伝わる要先輩の体温が心地良い。

　顔が見えない不安はあるけど、逆に自分の顔が見られないことにちょっと安あん堵どしていた。

　だって、どんな恥ずかしい顔をしてるかわかんないし。

「やっ、…っ」

　後から回された要先輩の手は、オレを着実に高みへと追い詰つめていく。

　オレ自身、要先輩の手の中ですっかり形を変えて、すでに濡ぬれそぼっていた。

「夏哉、腰こし上げられるか？」

「…え？」

「このままだと、制服汚よごすだろ」

「あ……」

　要先輩の云いわんとしていることがわかり、カァッと顔が熱くなる。

「早く」

　おずおずと腰を上げると下着ごと一気にズボンを膝ひざの上まで引き下ろされた。

「や…っ」

　隠かくれるものを失い、オレの中心は肩かた越ごしに覗のぞきこむ要先輩の視界に晒さらされる。

「もう、こんなに濡れてるぜ？」

「知らないよ、そんなのっ」

　要先輩は露あらわになったオレ自身を掬すくうように手に取ると、やんわりと扱しごきだした。

　そんな見せつけるみたいにしなくたっていいのに……。

「ぁあっ、…ぃや…」

「イヤなのか？」

　背後から耳の中に吹き込むように囁ささやかれた。

「……っ」

　イヤじゃないけど…っ。

「あぁっ!!　ん……っ」

　カリ、と耳みみ朶たぶを嚙かまれると同時に、オレ自身を扱く要先輩の手の動きが速くなり、あっさりと上り詰めてしまった。

　要先輩の大きな手は、オレのもので白く汚よごれてしまっている。

「そんなによかったか？」

「なっ……」

　見ればわかるのに、なんでわざわざ聞いてくるわけ？

　素直に頷うなずくのも癪しやくに障ったから、首を横に振ふってやった。

「別にっ」

　覗きこんでくる顔とは逆のほうを向いて言い捨てる。

「へえ。こんなにしといて、そんなこと云うのか」

　怒おこるかと思ったのに、意外にも楽しそうな声で云われ、オレは拍ひよう子し抜ぬけした。

　でも、それは一いつ瞬しゆんのことでしかなかったけど。

「え…っ、やだ、何!?」

　要先輩はオレの膝のあたりまで下げられた制服のズボンを器用に蹴けって全部脱ぬがせた。

　これでもう、オレの下か肢しを覆うものは何もない。上だけ着てるのって、なんかやらしくないか？

「要せんぱ…ちょっと、待って───やぁっ」

　膝の後に手を入れられ、両りよう脚あしを後から半ば強引に割り開かれた。

「イイって云わせてやるよ」

「だからってこんな……ひぁっ」

　さっき、自分が放ったものを中心に塗ぬりつけられた。

　その滑ぬめりのせいで、要先輩の指がさっき以上に自在に動く。

「あ、やぁっ、んん…」

　要先輩の指が自分自身に絡からみつく卑ひ猥わいなヴィジュアルにオレはぎゅっと目を瞑つぶった。

「こら、ちゃんと見てろよ」

「イヤ……ぁん、あっ…」

　視界からくる恥はずかしさはなくなったけれど、今度は聴ちよう覚かくから犯された。

　この音、やだっ。

　濡れそぼった中心を弄いじられているせいで、ちゅくちゅくと液体が滑すべる音が聞こえる。

「や…ダメ…、ぁ……ふっ」

　要先輩はオレの張り詰めた欲望を扱きながらも、もう片方の手でもっと後を探り始めた。

　えええ？　どこ触さわってるんだよっ！

「くぅっ、んん」

　つぷん、と音を立てて指先がもぐりこむ。

　後の蕾つぼみは、簡単に要先輩の指を受け入れてしまった。

　しかも、入ったあときゅっと入り口が閉まる。

「あ……っ」

　これじゃ、入れて欲しかったみたいじゃないかっ。

　知らない間に、淫いん猥わいになってる自分の身体からだを心の内で叱しつ咤たする。

「夏哉のここ、ひくついてる」

　要先せん輩ぱいは、そう云いながらオレの中に埋うめた指先をぐるりと動かす。

「やあぁっ!!」

　一度イカされて、再度高められている身体は、ちょっとのことにも反応するようになっている。

　指が入ってる部分がぞくりと痺しびれた。

　過か剰じように背中を撓しならせるオレに要先輩も驚おどろいてたみたいだけど、満足そうに笑ってる。

「気持ちいいだろ？」

「ンぅ……、あっ……」

　まだ聞くかっ！

「い…ぁあっ…、あっ…」

　ずぷずぷと指が深く沈しずんでいく。

　関節が蕾の襞ひだを掠かすめるたびに収縮した。

　緩かん慢まんな動きで抜ぬき差しを繰くり返される。

「はっ……、んぁ…、っつ…」

「やらしいな、夏哉のカラダ」

　要先輩のバリトンがオレの身体をそう揶や揄ゆした。

「ちがっ…、んんっ」

　違ちがう。

　こんなになってるのはオレのせいじゃない。

　要先輩のせいだ……。

　身体の中で、熱いものが荒あれ狂くるって、血液が沸ふつ騰とうしてる。

　こんなに感じるのも、こんな声が上がるのも、…こんなに気持ちイイのはみんな要先輩のせいだ。

「………っと」

　オレは消え入りそうな声を零こぼす。

「何？　聞こえない」

　要先輩は優しく聞き返した。

「…もっとして」

　泣きそうなオレの声。

「当然」

　間かん髪ぱつ入れずに、自信たっぷりの返事が返ってきた。

　すぐに蕾の中を搔かき回す指が増える。

　オレの先せん端たんから溢あふれる蜜みつが、後ろにまで伝い、ぐちゅぐちゅと卑猥な音を引き立たせた。

「う…んっ、あっ」

　狭せまい場所を押おし開かれてるというのに、痛みもなくて。

　要先輩が与あたえてくれる感覚は全て快感に変わった。

「わかるか？　中がヒクヒクしてる」

「…んなのっ、わかんな…やぁっ!!」

　入ってる指が一本曲げられる。

「この指、何の指かわかるか？」

「え？……あぁっ」

　内ない壁へきを引っ搔くように何度も動かされた。

　何の指って……、あ。

「…ひ、人差し指……？」

「正解」

　正解のご褒ほう美びと云いわんばかりに、また指が増える。

「…ぅ…ん、んんっ」

　いつもオレの頭を撫なでてくれる手が、今はそんな恥はずかしい所を弄いじってるんだ。

　そう思うと、ますます意識してしまう。

「もう、平気そうか？」

　要先輩は、オレの中から指を抜いた。

「な……に？」

　そして、カチャカチャという音がベルトの金具を外していることを教えてくれる。

　自分のことばっかりで気が付かなかったけど、要先輩の息も少し上うわ擦ずっていた。

「腰こし、上げられるか？」

「腰って…？」

　どうやって？

　オレが意味を摑つかめずに首を傾かしげていると、業を煮にやしたのか要先輩は膝ひざ立ちになって、実力行使に出た。

「前に手ついて、力抜いて」

　前に手？　こうかな……。

「…わっ」

　油断していたら、腰を高く持ち上げられた。両手をついて身体を支えようと思ったのに、オレは力が入らなくて潰つぶれてしまった。

「あ、悪い」

　悪いと思うならするなよ───!!

　たまにこの人、思いっきり強引なんだよな。

　もしかして、この格好ってカナリ恥ずかしいかも……。だって、四つん這ばいで腰だけ上げてるってヤバくない？

「───あ」

　濡ぬれた蕾つぼみの入り口に、熱いものがあてがわれる。それだけで、全身に痺しびれが走った。

「んんっ…」

　やっぱ、要先輩のって……。

　そんな大きさのものが自分の中に入ろうとしているなんて信じられない。でも、この間は入っちゃったんだよね。

「怖こわかったら云えよ」

「……うん」

　不思議と怖くはなかった。

　一度受け入れているというのもあるけど、要先輩がオレを傷付けるなんてこと、絶対にしないって信じてるから。

「く……」

　ゆっくりと要先輩の欲望を飲み込んでいく自分の身体からださえ愛しい。

「……っ」

　オレの中に埋うめ込まれた熱い固まりが力強く脈打っている。最さい奥おうを突かれて、ビクリと震ふるえた。

　指では届かなかった場所まで、要先輩の存在を感じてる。

　要先輩も、ドキドキしてるんだ。

「全部、入ったな」

「…んっ…」

「く…、おい、そんなに締しめるなよ」

「そっ、そんなこと云われたって…！」

　勝手に反応しちゃうんだから、しょうがないじゃん。

　意識すると、ますます力が入ってしまう。

「こら、キツイって」

　苦しそうな要先輩の声。

「だって……。先輩、痛いの……？」

　あんまり辛つらそうだから、そう聞いてみた。この体勢だと要先輩の顔を見る事ができないから。

「いや……」

「でも、キツイって…」

「すげぇ、イイってこと」

「は？───やぁっ」

　予告もなしに、いきなり突つき上げられた。

　ずるい…っ、心の準備もしてなかったのに。

「ああっ、ちょっ…、待って、やぁん!!」

「もう、待てない」

　要先輩は、欲望をギリギリまで引き抜ぬき、すぐに飲み込ませる。

「いやぁっ…、ん……っ、あぁっ」

　頭が沸ふつ騰とうしそう。

　勢いよく要先輩のものが突き刺ささる度にぐちゅぐちゅと恥ずかしい音がする。

　その音と間かん隔かくを開けずにやってくる快感に、気が狂くるいそう。　>>>♥

「キツ…、ちょっと緩ゆるめろって」

　要先輩、掠かすれた声も色っぽい。

「やっ、できな……、ぅ…んん」

　何度も内ない壁へきを擦こすられ、ジンジンと痺れてきた。どこからどこまでが自分の領域なのかすら分からなくなってくる。

「夏哉…っ」

「ひぁっ、ダメっ…あ…っ」

　名前を呼ばれるだけで、イキそう。

「つっ……」

「ああぁっ──────」

　それを堪こらえようと下か肢しに力を入れたのが引き金になってしまった。

　身体の中に灼しやく熱ねつが放たれた。

　その熱さに、オレ自身も限界を迎むかえた。

　オレもほぼ同時に達し、図書室の絨じゆう毯たんに飛ひ沫まつの染みを作ってしまった。

「……悪い」

「───？」

　要先せん輩ぱいは肩かたで息をしつつ、苦笑しながら云いった。

「…俺おれも余よ裕ゆうがないな。夏哉、カラダ平気か？」

　こういうとき、なんて答えればいいんだろう？　平気じゃないけど、辛いわけじゃないし。

「……えっと、その…。────やっ…！」

　オレの蕾つぼみから要先輩がずるりと引き抜かれた。

　な、なんか……。最さい中ちゆうより、こういうことのほうが恥はずかしい。

　中を埋めるものを失ったオレは物足りなさを感じて、どうしていいかわからずにいると、ぺたりと絨毯に座らせられた。

「そういえば───」

「え？」

「夏哉のイク顔見れなかったな」

　要先輩も両足を投げ出すように座りこんだ。

「なっ、何云ってるんですか！」

　カァと顔が赤くなる。

「立てるか？」

「え？　なに？」

　オレは要先輩の云いたい事がわからなくて、表情を窺うかがった。

　顔を見ればわかるかと思ったけど、見ない方がよかったかもしれない。

「まだ、時間あるだろ？」

　要先輩はオレを見て、ニヤリと笑う。その表情は、獲え物ものを前にした獣けものそのものって感じで…。

「先輩!?」

　ウソだろっ!?　まだ、する気なのー？

　オレはわずかに身体からだを退いて、要先輩から離はなれる。だって、いくらなんでも、もう……。

　────あ。

　要先輩は弛たるんだ自分のネクタイを取り、躊躇ためらいもなくシャツを脱ぬぎ捨てた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む西日に惜おし気げもなくその肉体を曝さらす。

　───綺き麗れいなカラダ……。

　オレは思わず、息を飲んだ。

「夏哉の顔、見せて」

　バランス良く筋肉の付いた身体は、オレとは比べ物にならない。

　うっとりと見つめていると、いつの間にか要先輩の顔が間近に来ていた。

　……びっくりした。心臓止まるかと思ったじゃん。

「何考えてる？」

　腕うでを摑つかまれ引き寄せられて、要先輩に倒たおれこんだ。腕の中に閉じ込められる。

「…それは」

　要先輩のことに決まってるじゃんか。

「俺以外のこと、考えるなよ？」

「───っ！」

　独どく占せん欲よく丸出しの要望に心臓が高鳴る。

「考えられなくしてやるから」

「……じゃあ」

　オレだけ、なんてズルイ。

「ん？」

「要先輩もだよ？」

　おずおずと云い出すと、要先輩は破顔した。

「今さら。───できそうだな、その様子だと」

「は？」

　もしかして、オレ失敗した？　もうちょっとしおらしくしてればよかったかも───っ。

「乗れるだろ？　こいよ」

「や…できないっ」

　この短時間で、オレの中での要先輩のイメージは一新されてしまった。

　無口でストイックなタイプかと思ってたのに、こんな……。

「……要先輩のスケベ」

「男なんて、こんなもんだろ」

　もうっ、開き直るなよ!!

　始末に終えないのが、これでオレが要先輩を嫌きらいにならないことだ。

　要先輩は苦笑いを浮うかべる。

「それに、お前が好きじゃなかったら───こんなにならないだろ」

　落とした目線を追うと、元気を取り戻もどした要先輩の中心が息いき衝づいていた。

「………」

　ホントにもう、この人は。

「こいよ」

　もう一度誘さそわれては、オレはもう拒こばむ術がなかった。

「ん……」

　促うながされるがままに、膝ひざ立だちになって床ゆかに座った要先輩の腰こしを跨またいだ。自分からこんなことするなんて恥ずかしすぎるけど。

　それに、今度は要先輩のほうを向いてるから、オレの顔も見られちゃうんだよな。

「何恥ずかしがってるんだ？」

「やぁっ！」

　ゆっくりと身体を沈しずめていたのに、不意に腰を摑まれ引き落とされた。

　ずぷん、と一気に要先輩の中心が埋うまる。

　さっき、受け入れたばかりの身体は簡単に次の熱を迎むかえ入れた。

　信じらんない…っ。

「動けるか？」

「うごっ……」

　臆おく面めんもない要先輩の物言いに絶句すると、それが否定だと受け取ったらしい。

「仕方ないな」

「えっ？　何…噓うそっ！」

　この体勢だと、全体重がかかっているはずなのに。

　要先輩はオレの腰こし骨ぼねの上辺りを摑み、易々とオレの身体を持ち上げた。

「あ……っ」

　先輩の馬ば鹿か力ぢからっ。

　そのまま力を緩ゆるめられて、重力に従った。中が擦すれて、さっきの感覚が蘇よみがえる。

　また、痺しびれてきた。

　要先輩の堅かたい部分が奥おくを突くと、全身がビリビリとする。

「ん……、んんっ」

　引き抜ぬかれるときもゾクゾクと電流が走った。

　不安定すぎる身体からだの支えに要先輩の頭を搔かき抱いだく。

「ふっ……、ぁん…っ」

　胸に熱い吐と息いきが掛かかる。

「やぁんっ、先輩…っ!?」

　吐息だけではなく、濡ぬれた感かん触しよくも訪れた。

「ここ、立ってる」

　要先輩は、オレの胸の小さな飾かざりを舌先で弄いじりながら囁ささやいた。

　云いわないでいいのに…っ。

　まるで、オレの羞しゆう恥ち心しんを煽あおるようにちゅくちゅくとわざと音を立てる。

「んぅ…、そこ、ヤダっ」

「そこってどこ？」

　わかってるのに聞いてくる。

　オレが恥はずかしがるのを楽しんでるみたいだ。やっぱり、要先輩って性格悪い？

　いたずらっこのような目でオレを見上げながら、要先輩はぺろりと突とつ起きを舐なめる。

「ぁっ…、ダメ…ッ」

「どこがダメ？」

　こンの…むっつりスケベ────!!

「…先輩が、舐めてるとこ…っ」

「───なら、代わりにキスしろよ」

「…え？」

「口淋さびしいから」

　その拗すねた喋しやべり方がカワイクて、オレはつい絆ほだされてしまう。

　オレは仕方なくを装って、上を向いた要先輩の唇くちびるに自分のを重ねた。

「ん…っ」

　それと、同時に下か肢しを貫つらぬくリズムもテンポが上がった。

「んんんっ」

　オレの喘あえぎは、全て要先せん輩ぱいのキスに吸い取られた。

　僅わずかに唇が離はなれた瞬しゆん間かん、囁かれる。

「───好きだ」

　オレは、返事の代わりに、もう一度深く口付けた。
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「いいですったら！」

「よくないだろ。そんな足元で」

　オレたちは階段の前で云い争っていた。

　別に、早速の倦けん怠たい期というわけでもないし、痴ち話わ喧げん嘩かでもない。

「抱かかえていくって云ってるだろ」

「イヤですーっ!!」

　オレは階段の手すりに摑つかまって、強固に反対した。

　校内で要先輩に抱えられてるところを見られでもしたら、ファンに何をされるかわかったもんじゃない。

　いくら鈍にぶいオレでも、実体験と瑞希からの情報で、そのくらいの判断力は持ってるんだから。

　肩かたを貸して貰もらうだけでも冷ひや汗あせモノなのに、抱だきかかえられるなんてもっての他だ。

　第一、男として情けなさ過ぎる。

「わぁっ」

「危な…っ!!」

　三段ほど降りたところで、足を踏ふみ外してしまった。

　手すりに摑まっていたから、その場で踏みとどまったけれど、オレ以上に要先輩が焦あせっている。

「夏哉…、頼たのむから手を貸させてくれ」

　見ていられない、と云わんばかりの要先輩に懇こん願がんされる。

「………」

　確かに身体は辛つらかった。

　辛いというより、だるい。腰こしから下にすっかり力がはいらなくなってしまっている。

　それもこれも、さっきの図書室での行こう為いのせいだった。

　だから、要先輩の手を借りるのは些いささか悔くやしい気がするのだ。

「夏哉」

　幼い子を諫いさめるような声音にオレはちょっとムッとする。

　要先輩は、過保護なんだってば！

「大だい丈じよう夫ぶです！」

　意地を張って、再度足を踏み出した途と端たん。

「わあぁぁぁっ」

「────!!」

　オレは、踊おどり場ばまで滑すべり台だいを滑るように落ちていった。

「いったぁ……え？」

　尻しり餅もちをついてうめいていたら、ふっと重力がなくなった気がした。

　なくなったっていうか、浮うかんでる感じ。

「文句云いうなよ。温室までこのまま連れてくからな」

「やっ、やだ!!　誰だれかに見られたら……」

　要先輩の力強い腕うでが、オレを掬すくい上げていたのだ。いわゆる、お姫ひめ様抱っこである。

　恥はずかしすぎる……。

「誰もいねーよ。それより、騒さわぐと人が来るぞ」

「うっ……」

　淡たん々たんと述べられて、オレは閉口するしかなかった。

　要先輩の顔がすぐ傍そばにある。

「しっかりつかまってろよ」

「…はぁい」

　オレは渋しぶ々しぶ返事をし、そっと要先輩の首に手を回した。

「───いい匂においするな」

　ちゅ、と首筋にキスされて、思わず手を離してしまった。　>>>♥

　ギャー、不意打ちはダメだってばっ！

「先輩!!」

「…このくらい、いいだろ」

　オレが精せい一いつ杯ぱい、キリリと睨にらんだっていうのに、ちっとも反省してくれない。

「落としたりなんかしたら、慰い謝しや料りよう請せい求きゆうしてやる」

「そしたら、一生面めん倒どう見てやるよ」

　もう。ああ云えば、こう云う。

　こんなに口の減らない人だとは、思ってもみなかった。

「もう日が暮れてきたな」

「遅おそくなっちゃいましたからね」

　温室までは運良く、誰にも会わずにすんだ。

　もう、部活の時間も終っていたからだろう。

　図書室でぼんやりしてたら、こんな時間になってしまったのだ。

　温室の入り口でゆっくりと降ろされる。

「夏哉、ずっと意識飛ばしてたからな」

「云わないでいいですよっ」

　オレは耳元で囁ささやいてくる要先輩の台詞せりふに赤面した。

　あんまり思い出させないでよ、もう。

　放心してる間に、身支度を整えられてたなんて、思いかえすだけで恥ずかしい。

　しかも、その後もずっと、要先輩の腕の中でぼうっとしてたなんてカッコ悪すぎるよ。

「は、早く見てこないとっ」

　この温室、照明ないし。

　自分に言い訳して、プランターを見にいった。平地ならなんとか普ふ通つうに歩けるんだから。

　───にゃあん。

「あれ？　お前ら、どうした？」

　植うえ木き鉢ばちの隙すき間まから仔こ猫ねこが顔を出した。

　仔猫たちは、オレではなく要先輩のほうへと集まっていく。

「こらっ、日ひ頃ごろの恩を忘れてるな!!」

　オレのほうが、長い付き合いだというのに、その態度は何だよっ。

「何だぁ？」

　要先輩の足に身体からだを摺すり寄せている。

　屈かがんで、喉のどを撫なでてもらったりしてて……なんか、悔しい。

「こらぁっ、ダメだったら!!」

「夏哉？」

　仔猫を蹴け散ちらすオレに、要先輩は不ふ審しんな目を向けた。

「先せん輩ぱいは、オレのなのっ」

　仔猫たちは、何云ってるの？　とでも云うように小首を傾かしげている。

「へえ。俺おれはお前のものなんだ？」

　要先輩は楽しそうにオレを見上げて云った。

「え？　ええっと、その……」

　よくよく考えてみれば、オレってば物もの凄すごい恥ずかしいこと云わなかったか、今。

「それなら、夏哉は俺のものって云ってもいいのか？」

「あの…それは」

　いいけど。いいけど、でも、恥ずかしくって頷うなずけない。

　オレは耳まで真っ赤にして、俯うつむいた。

「───ダメだなんて云うなよ？」

「せ、先輩っ」

　もー、この人は、なんでこういうことを真顔で云うかなっ。

「夏哉……？」

「ダメ…なんかじゃない」

　要先輩は立ち上がると、オレを抱だき締しめた。

「先輩こそ、オレなんかでいいの？」

　こんなに幸せでいいのかなって、ちょっとだけ不安になった。

「当たり前だろ。夏哉以外、他の奴やつなんか欲しくない」

「───布ふ施せは？」

「布施？　なんであいつの名前が出てくんだ」

「だって、この間……」

「ただの後こう輩はいだよ」

「本当に？」

　あの時、良い雰ふん囲い気きに見えちゃったし。そう伝えると、要先輩はイキナリオレの身体を離はなし、肩かたを摑つかんだ。真しん剣けんにびっくりした顔になってる。

「夏哉…本当に、俺の気持ち分かってなかったのか？」

「わかんないよっ」

　オレの肩を摑む手に力が入る。

「キスだってしただろ？」

　あんなに態度で示してたのに、と要先輩はオレの肩を摑んだまま、がっくりと肩を落とした。

「…不安だったんだもん」

　要先輩の気持ちよりなにより、自分に自信がなかった。

「───わかった」

「？」

「これからは、できる限り言葉にする」

　言葉に…って、もしかして、さっきみたいな恥はずかしい事、たくさん云いったりしないよね？

　散々、囁ささやかれた赤面ものの台詞せりふの数々を思い出してしまった。

「できる限りって……先輩？」

　肩から手が離れ、オレの頰ほおに指先が添そえられた。

「街で初めてお前を見たときからだ」

　戸と惑まどうオレになんか、お構いなしに要先輩は語り出した。ヤダ、あんまり見つめないでよっ。

「あのとき……？」

　まるで猫ねこにするみたいに、両手で顎あごのラインをくすぐられる。

「あのときから、ずっと好きだった。同じ学校で嬉うれしかった。裕人が狙ねらってたのは、予想外だったけど。───こっちを向かせようと必死だったよ」

「そう…だったんですか」

　オレは悪戯いたずらに動く指先が気になって、要先輩の喋しやべってる事をまともに聞くことができない。

「それなのに、無理に抱いたりして悪かった」

「いっ、いえ、そんな…」

　耳の後ろを撫なでられる。そこ、ダメ───。

「裕人に取られたかと思ったら、カッとなってあんなこと…」

「…はあ」

　話してくれるのは嬉しいんだけど、その……。

　さわさわと耳の下で動く手に意識が向く。

「ちゃんと、オレを見ろって」

「だって、先輩───」

　その指が気になるんだってば～～!!

　縋すがり付くような眼まな差ざしで要先輩を見上げたとき、ギィと温室のドアが軋きしんだ。

「……お邪じや魔ま、だったかな？」

「ひ…裕人先輩っ」

　オレは思わず、要先輩の後ろに隠かくれてしまう。

　こっそりと裕人先輩の顔を覗のぞき見ると、口くちの端はしが青くなっていた。

　それって、やっぱり要先輩が殴なぐった痕あと？

「二度と、夏哉の前に顔出すなっつったろ」

　要先輩が声を低くした。

　本気で怒おこってるみたいだ。もしかして、ずっとケンカしたままなのかな。

「謝ろうと思って、探してたんだよ」

「……白々しい」

　しおらしく聞こえる裕人先輩の声音とは対照的に、要先輩は吐はき捨てるように云った。

「ゴメンね、夏哉。焦あせって君にひどいことしちゃったね」

「あ…いえ」

　酷ひどい事をされたはずなのに、悲しそうに謝られると、もういいか、という気分になる。

　それに、未み遂すいだったし。

　初めては要先輩にあげられたから良いかな、なんて。

「夏哉、油断するなよ。こいつは…」

「失礼だなぁ、要。そんな人を悪党みたいに。ね、夏哉は許してくれるよね？」

「は…はい」

　最大級の微笑ほほえみを向けられて、オレはつい条件反射でコクンと頷うなずいてしまった。

「夏哉!!」

「あ、えっと…」

　要先輩の怖こわい顔がオレを睨にらむ。

　えっと、オレ、どうすればいいんだよ!?

「これからはいい友達でいてくれるかい？」

「はぁ……」

　イマイチ裕人先輩の考えが読めない。というより、要先輩以上に謎なぞな気がする。

「……夏哉に近寄るな」

　気が立っている要先輩に啞あ然ぜんとしていたら、もう目の前に裕人先輩がいた。

「要に飽あきたら、いつでも僕ぼくに云って」

「!?」

「もちろん、隙すきがあったら貰もらっちゃうけどね」

　ぱちぱちと瞬まばたきをしながら裕人先輩を見上げていたら顎に指をかけられて、頰に派手にキスされてしまった。

「ひっ、裕人先輩!?」

「裕人、てめぇ!!」

　オレと要先輩は、同時に叫さけんだ。

　要先輩は奪うばうようにオレの頭を抱だきこんで、裕人先輩を威い圧あつする。

　裕人先輩はというと何処吹ふく風って感じだけど。

「隙があったら、貰うっていっただろ？───覚かく悟ごしてたほうがいいかもね」

　裕人先輩は、飄ひよう々ひようと云い置いて風のように去っていった。

「くっそ、あのやろ……」

　腕うでの中から覗き見ると、要先輩は思いきり不ふ機き嫌げんに顔を歪ゆがめていた。

「────」

　たしか、初めて出会ったときもこんな顔をしてた気がする。

「夏哉、どこにキスされた!?」

　オレは肩かたを摑つかまれ、問いつめられる。

「ほっぺたですけど…先輩？」

　要先輩がこれから何をしようとしているか気付いてしまった。

　やたらに無愛想で不機嫌な顔が愛しい。だから、もっと困らせてみたくなる。

「このままオレにキスしたら、裕人先輩と間接キスですよ？」

「───お前、イヤなこと云いうな……」

　予想通り、要先輩は心底困った顔をしてオレを見つめた。

　きっと、こんな顔を見れるのはオレだけ。

　思い返せば、出会ったときからこの腕に守られてたんだ。

　あんなに気に食わない奴やつだったのに、いつの間にこんなにまいっちゃったんだろう？

　次々に見せられるイメージのギャップに、どんどん惹ひかれていった。

「要先輩」

　不機嫌な理由も今は分かる。

　あんなに気にくわなかった無表情も、今は大好きだから。

　嫌きらいだったはずなのに、いつの間にか好きになってて。

　嫌われたと思って諦あきらめたら、先輩から好きだって云ってもらえたし。

　裕人先せん輩ぱいとか布施とか色々気に掛かかることはあるけど、大だい丈じよう夫ぶ。

　負けないくらい、ラブラブになれる気がする！

　オレは要先輩の首に手をかけて、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをした。

　言葉にするよりもこっちのほうが、気持ちが伝わると思ったから。驚おどろく顔も見たかったしね。

「夏哉!?」

　チュ、と裕人先輩に負けないくらいの音を立てて、オレは要先輩の頰ほおにキスをした。








あとがき









　こんにちは、はじめまして、藤ふじ崎さき都みやこと申します。

　この本を手にとって下さってありがとうございます!!　この度、ひょんなことから、角川書店さんから本を出していただけることになりました。

　一応、今までも文章を書く仕事をしておりましたが、まさか、小説を書かせてもらえる日が来るなんて。しかも、憧あこがれのルビー文庫で。人生って、何が起こるかわからないです……。

　私自身あとがきを読むのは大好きなのですが、書くとなると大変なんですね……。よく、作家さんがあとがきが苦手、と書いてらっしゃいますが、こんなに悩なやむものだとは。

　私は、本を買うと一番はじめにあとがきから読む癖くせがありまして、きっと同じような癖の方はけっこういらっしゃると思います。

　本屋さんでここを立ち読みしてる貴方あなた。よかったら、本文も読んでいただけると嬉うれしいです。




　この話は、私の実体験がちりばめられています。高校のとき、学校の猫ねこに餌えさをあげに毎日朝早く通ってたり、水族館でマイワシの大群を美味おいしそう、と云ってみたり（笑）。水すい槽そうでぐるぐると泳いでるマグロも美味しそうだと思いませんか？

　実際に猫の面めん倒どうを見ていたのは、園芸の先生ではなく保健の先生と陶とう芸げいの先生でしたが。

　甘あまいものが好きなのも私です。ファミレスで打ち合わせしながら、「何食べさせようかな～♪」とメニューと睨にらめっこしてたりしました。




　原げん稿こうを書くにあたって、お世話になった皆みな様さまには心からお礼申し上げます。

　まずはお母様。できた本を見せる気はありませんが（だって!!）、いつも美味しいご飯をありがとうございます。

　相談に乗ってくれたＭさん、Ｔさん、Ａさん＆Ｎさん、ありがとうございました！　このお礼は必ず!!　特に、Ｍさん。えっちシーンの体位の相談なんかしてスイマセンでした……。

　お忙いそがしい中、挿さし絵えを描かいて下さった蓮はす川かわさん。本当にありがとうございました。

　担当さんから、蓮川さんに描いていただけると聞いた時、「ホントに？」と信じられませんでした。ご紹しよう介かいいただいたときも、緊きん張ちようして挙動不ふ審しんだったような気がします（汗）。す、すいません。

　そして、こんな小こ娘むすめを拾ってくださった嶋しま田だ編集長には、お礼の言葉も見つかりません。

　ありがとう、では足りないとは思いますが、ありがとうございました!!

　一番、お世話になったのはやっぱり、担当してくれた相あい澤ざわさんですよね！　色々と申し訳ありませんでしたっ。

　書き進んだ原稿をほぼ毎日のように送りつけられて、さぞやお困りだったことでしょう。きっと、頭の痛いこともたくさんあったでしょうが、お陰かげでここまで成長（？）できました。

　朝チュンで終ってたはずのえっちシーンが今や五十ページ……。何だか、複雑な気分です。

　実は、今回の密かなテーマは「相澤さんに誉ほめてもらおう」でした（笑）。これからも、ご迷惑をかけるかと思いますが、よろしくお願いします。

　大好きな相澤さんに見捨てられないように、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますね♥




　最後に、この本を手に取ってくださった全ての皆様に厚くお礼申し上げます。少しでも、楽しんでいただけたら、幸いです。

　気が向いたら、編集部宛あてに感想などいただけると泣いて喜びますので！

　それでは。皆様、お元気でお過ごし下さいませ。

　また、お会いできることを祈いのって。





二〇〇一年八月




藤崎　都　
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●お問い合わせ
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